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取
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O 年 
6

八 八 八
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四 ニ ー *
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九
三
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,^.
银
相
揚
ミ
彳
ン
7-
レ
ー
シ
3.
シ
过」

の
關
係
に
：關

す

る

费

千

の

考

察
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$
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C

五
！『〕

金
地
金
.

r.

オ
ン
ス
め
懷
格
は
造
幣
規
則
に
依
れ
ば
三
德
十
七
志
十
片
哞
の
替
で
ぁ
る
が
、
其
市
場
相
場
は
右
表
の
如
く
騰
貴
し
、 

八
〇
六
、
七
、
八
、'九
年
を
通
じ
て
四
磅
乃
至
四
磅
十

u

志
に
上
つ
、て
ゐ
た
。

：

.

.即
ち
こ
の
：高
値
は
 
一
s

>
六
^
の
騰
貴
、で
ぁ
るが

 

,
1

八

1
四
年
に
は
5
の
時
代
の
最
高
値
五
礤
八
志
を
現
敗
し
た
。

爲

.替

相

.
場

：
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^
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年
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'
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リ
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八
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六

H

 

ニ五三
四

 

ニ
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五

 

I

八
0
七
こ
ニ
七
三
四
二

 

o 

八
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八
三
.

四

 

ニ
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八
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?

三
四

 

四

 

ニ 

ニ六三四

 

六

 

六 

一

S
 

三

 

八こ六コー瓦

 

ニ

 

八

三

】

三

五

 

11 

九
三
〇
三
三
九

 

I 

二 

三 

o 

n
i

一
.

三

1

八0

九

A
•■■為o

1

八
ニ

八

I

八1

三

八 ニ 八 二 八 ニ  o 八 二 八 七 ニ

ニ
八 

I 

ニ 
ニ
ニ 

U

七
二
八?

ニ
六 

§
 

二
八 

二
八 

ニ
六 

二
七

广 * *■ *** •1 • • •—o •-♦ *-»

六 o 八 八 五 五 一 o 九 九 八 一

六 〇 九 o 六 o 六 九 o  W 六 o

備

考

1:

八
〇
〇
丨
四
年
に
對
し
て
は
、
シ
リ
ン
グ
毫
に
變
励
の
ぁ
つ
た
度
毎
に
摘
記
し
、
同1.

シ
リ
ン
ゲ
臺
の
相
場
の
場
合
は
省
略
し
た 

從
つ
て
.其
間
記
載
な
き
時
期
の
馨
は
"
大
體
そ
の
直
ぐ
前
に
揭
げ
ら
れ
た
も
の
气
若
干
べ
ン
ゲ
の
相
違
の
外
は
同
じ
で
あ
る
.

V

 

液
知
あ
り
た
し
。
，一
八
〇
五
部
後
は
ヴ
ォ
ル
タ
ア
の
記
載
す
る
所
を
金
部
揭
げ
て
置
い
た
。

偷

.

敦

對 

'巴

.里

.
:'
■•

爲
嵆
相
揚
だ
イ
ン
7
レ
I 

Vヨ
y
€
の
關
添
.に
關
す
，
る.
若
干
の
考
察

3£
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八
〇
u 

1

八
〇
三

1

八
〇
四

i

八
0
五

I

八
〇
六

i

八
0

七
爲
稃
川
場
i
イ
ン
フ
レ
，
シ
ヨ
ンゴ
の
關
係
に
關
す
る
葙
千
の
考
察
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:
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ニ
七 

ニ
五 

':ニ
六 

二
一
四 
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!

九
ニ
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ニ
七 

ニ
六 

ニ
五
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ニ
六 
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ニ
八

リ
ー
ヴ
ル

ニ
ー 1!
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四
：

ニ 
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四 
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五

ニ
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五
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四
；
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ニ
四
：
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年

ー
八
0
八 

1

八
0
九 

1

八
一
〇

5

1

1 

'八1.11 

!

八一

三

五

四

，C

五
四〕 

1

磅
に
，付

，

日

サ

ノ

ニ 

一一
 
六 

ニ
-

,

六

，八

ぃ

ニ

六

_

5

.

.

.

一,六 

ニ 

. 

二
八
.，

'
，ニ
〇

.

.！
九
，

八 

ニ
ニ 

ニ
0 .
.

1 

ニ 

ニ

七

一

九

一

六
 

八
.

u

八
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六
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.ニ 
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六

一

七

一
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A

三
〇

一
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ニ
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ニ 
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八
一
九
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七
一
八
八
0

英
吉
利
の
爲
替
祁■

銀
行
制
限
法
時
代
以
前
に
は
、大
體
顺
調
で
ぁ
つ
て
、
其
逆
：調
を
示
す
こ
と
は
比
較
的
稀
で
，

.ぁ
つ
た
。
然
る 

に
梵
換
の
停
-

=:

と

共

に

条

態

は

霧

し

、
森

諸

國

に

對

す

る

爲

替

相

場

は

響

利

に
と
つ
て
遇
し
く
不
利
を
さへ
.示
す
に
里
つ
た 

測
ち
應
英
吉
利
の.外
國
貿
易
乂
對
す
る
卷
還
虛
市
場
姑
着
で
ぁ
っ
た
が
、
偷
敦
、
漢

葡

の

關

：系
に
於
い
て
士、5 

=

フ
ラ
ン
デ
ル
ン
貨
三
四'シ
.リ
'ン
ゲ
三
。へ
！

1:

ゲ
_
«
1
.
=
^
. 

schillin

pqe 

3
1/2. 

.Ffennige

じ
|
3
<±)

が
平
偾
で
あ
つ
た
か
ら
、
.
一

八0

九
苹
以
降
は
可
な
り
激
し
い
低
落
を
示
し
た
こ
と
が
知
.ら
れ
る
。..1

八1
1

年
ニ
月
の
ニ
五
シ
リ
ン
ゲ
は
こ
の
時
代
の
最
低
記
錄

で
、
其
後r

叫
部
.半
顷
ま
で
核
一
一
六
、
八
、
九
、
シ
リ
ン
ゲ
裏
を
往
來
し
、
，

.北
ハ
下
半
期
に
三
ニ
シ
リ
ン
：ゲ
に
到
達
、

一
六
年
か
ら
'は
：恢
復

し
て
平
憤
を
上
下
す
ゐ
忆
茧
つ
た
。
即
ち
以
上
の
低
落
は
大
體
ー
.割
乃
至
ニ
割
艽
分
の
程
度
で
あ
つ
た。

.

—

愉
敦
ゝ
^
領
間
の
平
愤
は
マ
镑̂

ニ
五
ゝ
リ
ー
ヴ
ル

(
£
1
=
2
5

 

L
i
v
r
e
s
)

で
あ
つ
た
が
'
.
1
:
八
〇
六
年
か
_ら
は
漸
落
歩
調
を
示
し
、

涣
堡
问
相
場
が
最
低
記
錄
を
示
し
た

1

八
：一
ー
苹
ニ
月
の
同
日

(

ニ
六
日)

に
はf

七
リ
n

s
ル
/
六
サjy

 

(
l
z Livres 

locent)

の
最
低
相
場
に
同
機
に
到
達
し
た
。
即
ち
平
憤
に
對
し
て
三
割
ー
：分
の
低
落
で
あ
る

0
其
後一

八
一
四
年
に
は
ニ
一
 

リ
ー
ヴ
ル
に
#
り
、

:
1
K坪
ま
で
は
ニ
ニ
、
，三
リ
ー
ヴ
ル
を
往
來
し
、
而
し
て
一
.
六
苹
か
ら
は
屢

.々平
债
.以
土
に
.騰
貴
し
て
ゐ
る
。
.總
じ
て
巴
茁
宛
相
場
は

淺
傻
宛
相
場
ょ
り
も
、
，
.

1:

八
〇
六
、.七
、
八
、
九
、
1
〇
の
各
/-
牛
を
通
じ
て
r-
*
M-
の
低
落
を
.示
し
て
ゐ
た
。
 

:

' 

‘

.
そ
こ
で
當
然
、
斯
ズQ

如
き
金
相
場
及
び
物
惯
の_

®
、
爲
替
相
場
の
下
落.は
何
故
起
つ
た
かvr
、
k

大
な
時
都
の
問
题
と
な
つ
た

の
：で
あ
.る
。-
'こ
の
點
に
關
し
晃
解
は

1

一
派
に
分
れ
た
。へ*-
-
派
の
主
張
に
依
れ
ば
、
物
憤
の
騰
貴
及
び
爲
替
相
場
の
低
落
は
英
宙
利
貨
幣
，

一

) 

_
_

_ 

_
_ 

>
 

.

制
度
の
內
部
的
靡
態
か
ら
，惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
銀
行
券
の
過
剩
發
行
に
坩
來
す
る
も
の
；で
あ
る
。
，
即
ち
銀
行
券
は

そ
れ
肖
體
の
M
値
.に
低
落
を
來
た
し
て
席
り
、
そ
の
程
度
は
金
地
金
の
朮
場
相
場
と
造
幣
惯
格
と
の
差
に
ょ
つ
て
之
を
测
定
す
る
こ
と

が
川
來
る
。.爲
#;
1
墩
の
低
.落
‘に
.就
\>
>
.て
は
、
常
時
貿
易
狀
態
は
必
ず
し
も
不
利
な
ら
ず
、
寧
ろ
輸
川
超
過
の
方
向
に
在
つ
た
こ
と
か

ら
.觀
れ
ば
、
そ
の
低
落̂

因
は
國
際
貸
借
.に
在
る
と
云
ふ
ょ
り
は
、'却
つ
^

^

00;
過
剩
發
«1
:
0兆
慨
_
低
_

ぬ
調
奴
め

る

を

得

• 

代
替
相
.楊
V
Vィ
ン
.フ
レ
ー
シ
ョ

X
W

の
，閱
保
に
關
す
る
葙
千
の
考
察.
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五

六

(

芄
六) 

な
い
。
'從
つ
て
爲
替
相
場
を
し
て
平
慣
に
復
歸
せ
し
め
、
^
の
市
價
を
造
幣̂

格
に
ま
.で
雔
下
せ
し
む
る
爲
に.は
>
銀
行
券
の
流
通
量 

を
縮
少
す
る
の
：外
は
な
い
、
と
言
ふ
の
で
あ
る
？
 

：

■

:

•

.
^
れ
に
反
對
す
：る
：ー
派
は
、
英
吉
利
貨
幣
制
度
上
の
.■變
態
を
以
て、
全
く
外

國

貿
易
並
に
國

際

收

支
の
狀
態
に
凼
來
す
る
と
認
む
る 

も
の
で
あ
る
。.-
,即
ち
派
遺
軍
隊
へ
の
送
金
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の.政
策
等
の
.，た
め
に
英
吉
利.の
對
外
偾
務
が
加11
し
た
結
艰
、.
爲
替
相
場
は 

俄
落
を
來
た
し
た
の
で
あ
る
。
汆
は̂
§
出
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
が
故
贮
減
少
を
來
た
し
、
他
の
商
品
と
同
檨
に
騰
貴
し
た
の
で
あ
る
。 

從
つ
て
騰
貴
し
た
の
は
金
で
、
銀
行
券
の
價
値
は
低
落
し
た
.の
で
：は
な
い
。
銀
行
券
の
潑
行
は
商
取
引
に
：必
要
な
限
度
內
.に
維
持
せ
ら 

れ
、
そ
0
增
大
は
物
债
騰
貴
の
結
搌
で
あ
つ
て
其
逆
で
は
な
い
。
‘而
し
て
物
價
の'騰
貴
は
、大
陸
封
鎖
に
依
る
商
品
の
缺
乏
に
原
因
し
、 

貨
幣
價
値
の
低
落
に
凼
つ
て
は
ゐ
な
い
。
そ
れ
故
に
爲
替
湘
場
の
低
落
は
、
銀
れ

_
の
價
値
低
落
と
は
關
係
な
く
、
國
際
貿
易
及
び
收 

吏
：の
不
利
か
ら
生
じ
た
に
過
ぎ
ぬ
、
と
.斯
ぅ
主
張
す
る
の
で
あ
る。
‘:.

.

前
背
即
ち
イ
ン
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン|&
-
に
屬
す
る
者
に
は> 
ボ
.イ
ド
パ
.

W
a
l
t
a
： 

B
o
y
d

キ
ン
グ
卿
' 

Lord. K
i
n
g
'

リ
カ
ア
ド
ォ

David 

R
i
c
a
r
d

,o
等
が
あ
.
、̂
後
^
の
國
際
貸
借
說
.に
.は
ボ
サ
ン
ケ
ッ
ト

B
o
s
a
n
q
u
e
t

ソ
オ
ン
.ト
ン.Henry T

h
o
m
t
o
n

ト
-ウ
クT

h
o
m
a
s

 T
ooke 

等
の
代
表
渚
が
あ
る
。
以
上
の
如
き
見
解
の
相
違
は
、
結
局
、
銀
行
券
の
潑
行
原
理
に
關
し
て
は
、
イ
シ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
派
を
し
て
：止 

貨
，に
據
る
機
械
的
紙
辦
造
出
論
た
る
通
貨
主
義

(currency 

F;y
.
n
o
i
p
l
e

)
：

'を
採
ら
し
め
、

:

國
際
貸
借
派
を
し
て
發
券
銀
行
當
員̂
の 

栽
®:
に

全

幅

の

信

賴

を

镫

く

銀

行

、
玉

義

(Banking F
u
n
d
p
l
e
)

を
强
調
せ
し
む
.る
の
で
あ
る
が
、
ホ
ア
ナー

F
r
a
n
c
i
s
,
H
o
m
e
r

の 

動
議
に
恶
き
、
•
彼
を
委
員
長
と
し
て
金
地
金
騰
貴
の
原
因
並
に
爲
替
低
落
狀
況
の

.
硏
究
の
.備
に
.一
八
1

0年
pi
#
に
組
織
さ
れ
た
地
金

蒂
員
會(The. Select Committee on.the 

H
i
g
h

 

Price of 

G
o
l
d

W

&
 目)

は > 

大
體
に
於
い
て
地
金
論
者

(
け
ロ1
1
1
0
1
1
1
5
5
0 

ィ 

ン
フ
レ
.
1シ
ヨ
ン
說
を
ば
是
認
す
る
結

i

に
到
達
し
た
の.で
あ
る
o 

.

:

然
ら
ば
當
時
に
於
げ
る
銀
行
券
流
通
高
は
如
何
な
る
增
加
を
迪
っ
た
か
、
又
其
増
加
と
爲
替
相
場
の
促
落
と
は
如
何
な
る
關
係
に
得

した
か

A

'
紙
#

流
•
通

高(

各
毕
年
平
均)
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上
ー
ご
ー
ー
、
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ニー一一

備

考
本
表
は
一
八
一
八
^
四
月
一
八
日
附
英
蘭
■
fr
ゑ
^
に
據
る
も
の
で
、
郵
便
爲
替
を
含
む
。-千
磅
以
下
は
：四捨
五
入
し
た
0
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n
e
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e
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.

 

o
.
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即
ち
有
表
に
依
れ
ば
、

ー
八
〇
ー
、

一
r

 

.m

平
と
紙
胳
流
通
高
は
僅
少
な
が
ら
漸
增
を

1

ポ
し
だ
が
、
漢

堡

向

相

場

は

一

八

^

^

苹
に 

比
較
し
て
決
し
て
低
落
せ
ず
、
略
ぼ
同
程
度
に
位
し
て
ゐ
た
。

ー，

.八
〇
四
、
芄
附
年
は
紙'幣
流
通
高
に
激
^
を
來
た
し
た
に
も
拘
ら
ず
、 

爲
轉
相
場
は
平
憤
以
上
遙
か
に
出
セ
て
ゐ
た
。

一
八
〇
六
、
七
年
及
び
八
苹
の
大
部
分
：に
於
い
て
は
、
紙
勝
流
通
高
は
同
じ
く
增
太
し 

て
ゐ
る
忙
對
し
.て
、
爲
#
相

場

は

：
一
八
〇
0
平
と
比
較
し
て
寧
ろ
高
く
、
大
體
平
價
以
上
を
示
し
て
ゐ
る
。

i

八
〇
九
年
以
後
は1

八 

〇
〇
平
に
對
し
て
二
割
以
上
の
紙
幣
膨
脹
を
來
た
し
て
ゐ
る
が
、
爲
替
相
場
は
遊
し

<-
は
戗
落
せ
ず
、
た̂

1

八i
1

苹
漭
に
最
低
相 

場
を
現
出
し
た
。
そ
の.後
は
、

一u

牛
と
同
程
度
浩
し
く
は
そ
れ
以
上
の
紙
幣
流
通
高
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
爲
替
相
場
の
恢
復
.は
奢
し 

い
も
の
が
あ
る
。
其
處
で
ヴ
ォ
ル
タ
ア
の
如
き
も
、
1^
替
相
場
励
搖
の
生
因
を
な
す
も.
.の
が
英
II
銀
^

^
で
あ
る
と
の
非
雛
は
、
拒
否 

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る-?
;}。
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C
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0
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p
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P
. 

0., .S...115..

固
ょ
り
资
料
の
不
十
分
と
以
上
の
略
記
と
忙
依
つ
て
前
記
兩
說
の
當
否
を
吟
味

1-
.る
こ
と
拉
、
決
し
て
可
能
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も

上
來
所
述
を
以
て
し
て
も
、
所
謂
購
貨
カ
平
價
說
.が
前
世
紀
，

Q

イ
.ン
フ
レ
ー.シ
ョ
ン
說
か
ら
出
で
て
ゐ
る
こ
と
は
、
察
知
し
得
ら
れ
る 

で
あ
ら
う
。
と
は
言
へ
購
贸
力
平
價
說
は
、
舊
來
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
說
の
眾
な
る
反
覆
で
は
な
い
0
遙
か
に
盤
然
た
る
體
系
と
一 

膝
の
现
論
的
發
股
と
を
具
布
す
る
。
そ
れ
故
に
大
戰
後
の
爲
替
理
論
が
こ
の
購
買
力
平
價
說
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
焐
る
の
で
あ 

.

: 

る
？
併
し
な
が
ら
今
茲
で
は
こ
の
說
を
理
論
的
に
檢
討
し
よ
う
と
は
し
な
い
?

^

唯
最
泣
試
み
ら
れ
た
浩
干
の
實
證
的
硏
究
に
摅
つ 

て
、
イ
ン
フ
：レ
ー
シ
ョ
シ
と
爲
替
相
場
の
動
向
を
考
察
し
な
が
ら
、
如
何
に
現
時
の
爲
替
理
論
が
舊
時
の
論
矫
を
耶
現
し
て
ゐ
る
か
を 

fr
見
し
よ
う
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

公〕

隣
買
カ
平
價
説
に
對
す
る
理
論
的
批
判
は
我
國
に
於
い
て
も
夥
し
く
现
は
れ
て
ゐ
る
。
典

 
一
ニ
を
擧
げ
るV、

山
崎
覺
次
郞『

若
干
の 

.

貨
幣
問
題』

高
田
俅
塬『

經
濟
學
新
講』

第
三
卷
、
田
中
金
钶

『

金
•本
位
制
ミ
中
央
銀
行
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宮
川
i
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金
洱
禁
北
下
に
於
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物
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フ
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ミ
ュ
ラ
ア
著
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拙
譯
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爲
替
相
場
ミ
物
價
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拙

椅

-1
替
相
場
理
論
概
說
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本
誌
、
昭
和
四
尔
四
月
號
等
。

ニ
獨
逸
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ
画
シ
ョ
ン
の
進
行
と

^

#
相

場

の

.

落

'
.
‘ 

_

.' 

• 

■

，

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
爲
替
相
場
の
關
係
に
就
い
て
は
、
敢
ベ
て
前
世
紀
の
事
例
に
よ
ら
な
く
と
も
、
世
涨
大
戰
は
吾
々
に

幾

多

貴 

詛
な
資
料
を
與
ぺ
て
ゐ
る
。
否
な
こ
の
實
驗
こ
そ
は
爲
替
理
論
發
股
の
：根
幹
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

0
先
づ
-最
も
激
烈
な
、
而
し
て 

將
來
洱
現
し
さ
う
も
な
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
經
過
し
た
獨
逸
祀
就
い
て
：通
觀
し
よ
う
。

..

\
獨
逸
©
平
和
薄
仪
以
來
1
九
ニ
三
平
末
に
逛
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
に
於
け
る
紙
幣
流
通
量
、
爲
替
相
場
及
び
物
情
を
對
照
す
れ

偶
-#
相
廣
迖
イ
>
フ
レ
ー
シ
ョ'

?
の
關
係
.に
.
.
-す
る
苯
干
の
考
察
：，：
：：

 

五
九
：
,(

五
九'.〕



,
爲
捧
相
場V

イ
シ
• K

レ
ト
レ
9>
ン
.ネ
の
關
係
に
，關
す
る
藉
干
の.考
察
. 

:
ば
、
.大
約
次
の
如
き
數
字
で
あ
る
。

〇.

(

六
0〕

夜

s
i
s

5.36

5
7
9

.6.
10

:
9

.6.61

7.43 
8
.
200

1919 

8
.2

0

 
VO
.
I
3

10 39 
12.61 

I
2
.CO
5

I 
ム.01

1
5
.
0
00 

100
00
3 

ぷ
.
0
5 

2
600
3
.

3S.3I

46.77

金

#

H
球

^
が

梁%

織
.迸

®

1920 
6
t
o 

9
9
.ii

00
3
00
9
, 

5
9ON
4

4
6
.
4
00

3S
3
9
.
4
00

4
ソ
74

5
7
.
9
00

ON
00
.
I
7

77.24

7
3
0
0

19216
4
.VO
I

?
3
1

 

ひ 2.45 

63.53 

0
2.30

0>
9
.
30>

7
S
7

 

S
S
I

 

104.91

.

15 
メ20.

.
2VO
2
VO
6

191.93

1922

1
9

1
00I 

2
0
700
2 

2
00
4.10

 

2
0
1.0
0-
 

■ 290. II

317.44 

493.22 

V
3
4
.
5

cn

M
6
50O
7 

3,1

000.96 

7,183.1。 

7,5

009.27

i

.17,972.8 

to
7
.
2oo
o
o
 

»r,I9. 
.
8 

24.457.3

4

 
ド 
6
7
0
.
0
0 

I

O-P
VO
9
6
.
0
9 

353_ 4
1
2
.
8

 

4
'
6
2
0
,
4
5
5
b
o

 

\0
00
00
'6
0
0
0
0
.0
0-
.

' 

.

25,26008,0:

0
.
8
.

.

2
,
I
9
3
,
6
8
o
8
,ooo

_
8

 

4
V
C
O
0
8
0
8
.
0
0
0
.
8

«
3
7 ロ
 

I
W300 

I
W2
6

I, 3
0s 

1
,
3
6
6

 

1,42

00

1
,
9
1
7

 

2
0
6
7 

2
,
4
6
0

3
>
43
i 

3
400
7

1
9
2
1

M
3
9

l
«o
2
ko
M
§

3
,
6
6
5 

2
7s

,
5
8

 

4
、I03 

5
5
s
,
5
8

 

S
3
3

 

48S
00
0
0
 

6
,

3
^

5
2
I
M
0
0

 

6、 4
5s

OO
I7
0
0
0

7
0
3
0 

I
vo
3
oo
cr
x
o
o 

1
0
0
5 
か 

S

7

S

、
7

8

1
9
,
2
0
0

 

9
4
,
4
0
4
,
1
8

2
00
,
7
0
0 

M

W

9

4

0O
S

S

8
 

™ 6
.

6

0

0

7
O

P

4S
O

O
0O
0
0P

1
1
5

 

4

8
 

7
2
,
5
7
0
0
0
0
0
0
0
0
8

I
4S-
0
O 

I
2
6
,
I
6
0
、0

0
P
0
0
0
、0
0
0

'

^

/

/

 

19
1

00
s
s
S
2
0

I

 

2
6
2 

M
M01
5

n

 

270 

M
h
s
s 

H
n̂
l

1

 

M
7

4

-m
7
0
9

s
、 

- 

200
6
.
. 

I
?
5

o»
7

I
— 

2
9
7

 

1
,
5
0
00

外 B

 

M
ovo
W
O
M 

1
,
3

00
2

rt
-
.
H 

20s 

w
wvo
M
w
5
y

 

> 

• 

•

235 

422 

1,450

沙
汶 

2
30 

4
9
3 

I;49

oo

M
3
4 

f

2
3
4 

6
7S

 

, 1, 5
0^

+

"
tl
a

M

00
。
い

M
4X
4。

.

，
： 

0 

»
 

0
 臨

掰

：
 

，

a

爲
替
相
揚VJ

イ
シ
フ
ン
.1

シ
:-
3
シ
>

」

の

關

係

に

關

す.§
若

无
の
考
翁
 

：

六
：
一

六



爲

替

相

場̂:
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
ゴ
の
.闕
保
に
f

る
若
平〕

の
.考
察

— ■ IT

，、

C 

六
：
ニ
.

〕

1
9
100

2
0
、
6
6

00 

2I
0S

22,473 

24,67.3 

20,704 

29.2

003

3
3
M
0
6

證

3
4
&
6

 

3
5
^
4

 

37-237 

33.51

00

•
3
9VO
I
7

t
,
7
0
I

t
,
9
0
4 

4
0
,
8
00
1

4
2
,
2
9
9

 

4
X
4
0
5

 

4
5
t
t
7

 

5
P
I
7
3

塞01
W

9
 

5
4、4
5c\

59,607

62,4.24

6
4
MVO
6

s
,
3
I
O

6
900
2
4 

7
2 404

7
5'0
0
3
I

7
2
7
9

7

M
VS

s
r‘
6
200

I

I

S
7
6
4

79,995

so、4I:2

OO
I
W
2
0

001,735

84.-902 

006,664 

;
S
33

9
4CO
4
I

V0
9
OO
I2 

1
0
0, 2

6
1. 

1
2
2
,
9
6
3

9

?

4

w  ■

な
タ

H
r

I

a

?

I

p

1922

.
5
4
,
4
2
6

I
2
9
0
I 7

140
、4
9
4

 

M5S
5
2

1
6
2
,
5
4
6

 

1
00
5
6
7 

2
0
3
,
2
4
6

2
2
5
2
00
5
00

3
3
2
电

3

4‘S4、6S5 

7
6
9 5

0
0

 

1,295,22

00

1914-1927, 

1929,

S
2
3

2014)587

3
,
5
S
9
9

5.55

00,050 

■
6>

6co
7oo 

00,653

00
21 

I
7
t
‘45s 

43 

。
2
0 

^
2
0
2
8/ 

0
0

 

2
S
、65 

3
W
5
3 

40。

CT、IS
6, 2

I
9 7

3
8
、7

0
0

1
,
400
7
00
8 

0
0
0 

0
0
0 

0
0
0

m
n
>
7
3
>
0 

0
0
0
V 

0
0
、
. 

0
0

p
p
.

 

142
-3
,

に
.據
る
。

さ
て4

上
の
如
き
ィ
ン
フ
レ
，
シ
ョ
.
ン
の
過
程
に
於
い
て
、
爲
替
馨
は
そ
れ
と
如
何
な
る
關
係
に
在
つ
か

o

こ
の
點
に
就
い
て 

方
ア
ル
•

デ
/

ル

K
a

m
i

は
次
の
如
き
見
解
を
述
べ
て
t

o

即

ち

大

環

及

び

後

に

於

け

る

證
S

慧

化

Q

原
因
に

忘

蹴
す
.
.る
！

1

趣
は
、
國
際
貸
借
說
の
意
味
に
於
い
て
.も
叉
ィ

ン
フ
レ
：

1

シ
>
'ン
說
の
意
味
'に
.於
い
ても

V

之
を
一
般
的
に
解
答
す
る
こ
と 

が
出
來
な
い
。
寧.ろ
、
獨
逸
マ
ル
ク(0
励
播
と
結
局
に
於
け
る
完
全
な
崩
壞
と.を
招
來
し
た
藥
態
は
、
：
_各
時
期
に
於
け
る
經_
上
、
財 

政
上
、
社
會
上
並'に
政
治
上
の
情
勢
の
異
る
に
從
つ
て
、
：彼
だ
相
違
し
て
ゐ
る
。
之
を
總
括
的
に
言
へ
ば
、
大
體

H
期
に
分
つ
こ
と
が 

出
來
る
の
で
あ
つ
て
、
第
一
期
即
ち
開
戰
か
ら
一
九
：一
七
斗
末
ま
で

.の
期
.間
は
、
英
杏
利
の
銀
行
制
限
法
時
代
と
迪
だ
類
似
し
て
ゐ
る
ハ 

即
ち
こ
の
期
問
に
於
け
る
獨
逸
の
爲
稃
相
埸
逆
調
の
生
耍
原
因
は
、
輸
出
質
易
の
非
常
な
減
退
と
中
立
國
か
ら
の
商
品
輸
入
の
激
增
と 

に
ょ
つ
て
澈
ら
さ
れ
た
、
國
際
收
支
勘
宛
の
惡
化
で
あ
つ
.た
。
こ
れ
に
續
く
所
の
、

一
九
ニ
ー
一
年
中
期
に
里
る
第
一
一
期
に
於
い
て
は
、 

紙
幣
增
大
の
イ
ン
フ
レ
！
ン
ョ
ン_的
影
響
が
明
か
に
，現
は
れ
て
ゐ
る
。f

一
 

九
一
三
年 
一
二
月
か
ら
二
三
年
一
一
，
ほ

に

m
る
第
一一一期

は
、
イ
\

フ
レ
.丨
、
シ
ョ
ン
が
'極
端
に
走
つ
，た
時
期
で
あ
る
。
而
し
て
第
.ニ
及
び
第
5

の
兩
期
に
於
い
て
は
、
第
一
期
と
は
反
對
に
貨
幣 

M

oi
額

賴

_

制

i

d

6# l
w

額
^
!
刚

併

し

な

が

ら

デ

ィ

ー
ル
は
購
貨
カ
ト
愤
說
を
無
條
件
に

.

.U
L
r
L

支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
、

■
と
臨
！
^

場
と
^
問h

ばT

定
.の
親
係
.の
.榮

る

&

tは
確
か
.で
^
る
が
、
#
し
力
.ッ 

■

ず
.
や̂
-

^

!

_

|
呢
3
胡
^;『

.翻
纠
で
_

_
侧

康

0:
變
動
が
爲
替
相
場.變
«
ゆ
檩
準
ぬ
妃
在
ゼ
^

と
考
.へ
て
ゐ
.る
の
で
あ
る
P
蓋
し
購
賈
カ
平
價
說.は
、1

^
<0
;
墒
減
|

^

^

^

1

^

5

1

|

^

¥

^

^

 

.

^

lst
i

l

枫̂
幽
£

1

^

<奴
為
'が
、
デ
ィ
ー
ル
は
此ia
を
容
認
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に̂
#

說̂
に
對
す
る
彼
の
■鬼
解 

は
、
國
際
貸
借
說.と
言
ひ
、
又
購
質
力
平
惯
說
と
言
ひ
、
そ
の
何
れ
，も
、
紙
幣
本
位
圃
の
爲
替
低
落
を
招
來
す
る
各
種
耍
因
中
最

1|
1
要 

の
.も
の
を
抽
比
す
る
點
に.於
い
て
：は
正
し
い
も
の
で
あ
る0
が
佻
し
附
說
と
も
、.兩
，主
耍
々
：：因
の

'ー
0
丈
を
以
て
解
明
せ
ん
と
す
る
も 

爲
替
相
■曾
イ
ン
フ'レ

-.

シ
'ョ
ン
5
:關
係
に
闕
す
る
若
干
の
.考
察
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爲
蔣
和
場
.

w:

イ

ン

フ

レ

ー

：
：
シ

V

ヨ
シ
.

W-

の_
係
_に
關
す
；る若
；干，.

 ̂

'

'.
.六
四

'.
,

C

允
四〕

め
で
彰
る
が
も
、
，1
»的
(0
'も
の
セ
あ
，る‘と
«
ふ
に
在
る
0 

'
塚

替

低

落

の

原

因

が

：和

利

な

齡

收

支

®;
定W

在
る
か
、
叉
は
イ
ンN

レ

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

V
,シ* 

,ン
：.に
在
る
か
は
、
常
に
事
實
問
題
で
あ
つ
：て
、

一
定
，

.の
國
、一；

定
co
R#
:
lc
於
げ
る
實
際
現
紙.に
筆
い
て
の
み
決
定
し
#
る
も
の 

v

な
の
：
で
：あ
^

?國
際
貸
借
說
は
：

：：

そ
れ
が
爲
替
條
落
に
對
し
て
主
要
杈
而
も
麗
々

(

唯
ー
0
原
因
と
な
_つ
七
ゐ
る
と
去
4
點
に
於
い
て
、 

齒

果

論

と

し.て
上
位
を
古
む'る
も
の
で
あ
る
。
' 爲

替

相

場

の

低

落

狀

態

：を

惹

起

ず

る

も

の

は

先

づ

第

：
ー
..に

國

際

收

支

(0
.
變
動
で
、

K

m
 

め
發
行
が
'#
:
.々
大
な
る
に
及
ん
セ.初
め
セ
イ
ン
フ
シI
シ
：B

ス
が
、
；そ
：れ
以
上
の
，
要

因

と

し

て

加

は

る

.の
で
あ
；みo
斯
る
.原
因
の
複
合 

:

ナ
ポ
レ
|
.オ
ン
.戰
帮
時
代
の
英
吉
利
と
世
界
大
：戰
中
及
び
後
の
獨
逸
と
む
雨
國
の
爲
替
狀
態
に
依
つ
：て
、
特
：に
ょ
く
立
證
し
得
ら
れ 

:

る
^>

、
と
言
ふ
の
.

P

あ
名
。

;

.■

:
.?) 

?
^
0
a
^
^
0
p
0
3
 ̂

K
M
* 

w
.

O
O

 

K
.

 Diehl, a. a. O., S. 396-405.

C
3
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)

w
.
us-
s

p
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O.J.S.

OJ
4
3
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I

•い

it
:

: '
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:

二 

'

■'
.

.

'
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. 

'

デ
ィ
ー
:ル
は
：|
<戰
後
の
獨
逸
:0
爲
替
低
落
を
硏
究
し
て
、
其
原
因
：は
時
期
に
.依
つ
.て相違ずるけれども、寧ろ、

卽は

,
 

質
借
か
惡
‘化
に
在
技
、
イン
フ

..ル?

シ

ョ

V-
は
後
か
ら
の
附
加
的
要
因
と
認
め
、
而
.も
購
買
か
平
價
說
に
は
反
對
的
立
場
だ
採
る
客
の 

1

人
で
.あ
.
%

oこ0_

見
解
は
勿
論
批
制
の
餘
地.
.を
殘
し
：て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
爲
替
相
場
の
實
證
钠
觀
察
：を
行
つ
炎
も
の
が®
 々

:

倒
達
す
る
所
の
、'原
®
の
複
灘
性
を
容
認
す̂

見
解
を
衆
す
も
の
と
言
つ.て
ょ
か
ち
ぅ
."
'
■

零
球
磐
重
奚
赛I
寒
??
.y's
t
Jザ'
^
^
^

然
る
1に
近
年
獨
逸
.戰
後
の
ィ
^

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
關
す
る
實
證
.的
硏
究
.が
若
干
公
に
さ
れ
、
當
時
に
於
け
る
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
 々

，爲
替
相
場
の
.
關
係
が
一
曆
叨
_

に
考
察
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
其
一
つ
と
し
て
米
國
ミ
ゾ
リ
ー
大
學
敎
授
ジ
ヱ
ー
ム
ズ
•
ハ
ア
ヴ
JC

.
ィ
•
ロ
ー 

デ
ャ
ー
ス
V

!

ff
i
p
'ブ.

g
y

 

?
g
e
r
3

の
硏
究
C

4〕

•*

取
り
上
げ
て
み
ょ
ぅ
。
彼
は
.前
に
揭
げ
て
置
い
た
^

に
a

い
て
、
通
貨

流

通

-1
:
 

と
物
憤
、
'及
び
物
惯
と
爲
潜
相
場
を
對
照
し
、
そ
4
ぞ
れ
の
.運
励
傾
向
か
ら
'
の
偏
倚
の
波
動
を
圖
表
：に
纏
め
て
ゐ
る
。
そ

の

顧

艰

莫 

忆
揭
げ
る
が
如
く
で
あ
る
。

*

(

4〕
James. Harvey

. 

B-ogers,. .The. process, of 

J
a
K
p
tt
o
n
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m. France..
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イ
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ヨ
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關
保
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關
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若
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考
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2
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0

^

口
ー
ヂ
|+
丨
ス
が
.右
0
圖
表
並
に
統
計
的
計
量
に_
い
.て
得
た
推
論
.は
大
體
次
.の
'通
り
で
ぁ
る
0 

,
イ
、
;%
憤
と
通
貨
數
量
と
の
關
係
 

. 

,
 

(
<
)

獨
逸
の
イ
ン
：フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
明
中
、

西
に
於
け
る
と
同
樣
に

I

般
物
便
運
動
は
明
確
に.且
つ
相
當p.

期

問(

大
體 

ニ
ケ
用)

.を
镫
い
て
流
通
>
貨
の
運
動
に
先
行
し
た
。
尤
も
こ
の
後
者
運
動
の
遲
滯
は

I

九
.ニ
.

1

年

中

頃

に

於

い

て

並

に

一

九

ニ

ニ

年

中
頃
以
後
著
し
く
縮
少
さ
れ
た0
. 

.

.

.

.
V
.
" 

• 

. 

’ 

/

.

「

C
B

)

：
怫
蘭
西
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
於
ぃ
：て
は
流
通
.々
貨
の
運
動
.が
明
か
に
物
價
運.動

に

先

行

し

，た

期

間

は

な

か

っ

た

が

.
> 0

逾
イ
ン
フ
レ
！

シ
r
ン
の
最
後
の
數
ヶ
月
瓶
に
は
、
通
貨
が
物
値-に
確
か
.に
.先
行
し
な
か
0
た
と
は
言
へ
な
い
。
併
し
な
が
ら
そ 

れ
が
先
行
し
た
と
の
明
確
な
：證
據
は
な
い
。

 

.

(

C )

從
，っ
て
假
り
に
通
貨
の
運
動
が
物
憤
の
そ
れ
に
先
行
し
'た
こ
と
が
あ
る
と
し.て
も
> 
も
の
場
合
に
は
兩
現
象
間
の
均
衡 

調
擊
は
極
く
迅
速
で
あ
っ
た
。
赴
れ
に
反
し
て
物
價
の
方
が
通
貨
に
先
行
し
た
場
合
に
は
、
其
調
盤
は

1

般
に
極
め
て
狳
々
で
あ.
 

っ
：た
。

■

,

ロ
、
爲
替
相
場
と
物
價
の
關
係. 

, 

.‘

-(

A)

獨
逸
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
於
い
て
は
、
佛
蘭
西
の
そ
.れ
と
同
機
に
抓
爲
替
相
場
の
運
動
は
、
.一
般
的
に
觀
て
物
慑
運 

動
に
先
行
し
た
と
先
づ
言.ふ
こ
と
が
出
來
ょ
ぅ
。
即
ち
一
九

「

八
楚
ハ
1̂
:
か
.ら
ニ
0
年
ゼ
月
に
至
る
間
、
卸
賣
物
値(D
-
運
動
は
爲 

.
替

相

讓
.宏

5

^

^
し
ぐ
ぱ
稍
々
扣
供
上
遲<:
1
铝

姻

製

.

_
，

ー：九
ニ
〇
平
七
朽
か
ら
イ
ン
フ
レ1
シ
ヨ
ン
の 

，終
極
た
る
二
三
年
一
一
月
に
至
る
期
間
で
は
、
兩
客
の
運
動
が
略
ぼ
同
時
的

'で
あ
っ
た
。

C
B

)

獨
逸
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
シ
で
は
：̂
!
西
と
同
じ
く
、
物
價
が
却
つて
，爲
替
相
場
に
先
行
し
た
と
思
は
れ
る
期
間
が
あ
つ 

.
'た
0
即
ち
.
-夂
ー
一o
年
八
月
丨
ー
一
ニ
年
六
月
の
.期
問
で
、
統
計
上
僅
か
に
斯
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
併
し
_

行
期
|1
|

]

は
常
に

1

ヶ
月
足
ら
ず
で
あ
っ
た
。 

：

_ 

■

r
c

)

そ
れ
故
に
以
上
か.ら
推
論
：を
惹
き
得
る
限
り
に
於
い
て
は
ー
、
物
價
連
動
が
爲
替
運
動
に
先
行
し
た
場
合

(

假
り
に
そ
れ 

.
が
起
っ
た
と
し
て
も
ン
に
は
、
兩
要
因
間
の
調
薇
は
極
度
に
迅
速
で
あ
っ
た
に
反
し
て
、
爲
替
運
動
が
物
惯
の
そ
れ
に
先
立
っ
た

像
替
柑
揚
苳
イ'ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン

W

の
關
係
に
關
す
る
若
干
の
考
察
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嵇
机
揚
i-
个
s
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Iシ3
ゾ

£■
の.關
係
；
に
關
す
る
我
干
の

#.
'
务
 

六
' 

、
六
八
ハ

場

合

：1通
例
こ'れ

が

起

っ

た0.
で
あ

る

が>
に
ゆ
、.調

盤

は

遙

か

に

緩

懷

に

行

比

れ

た

,
.
バ

ハ
中
‘ソ
フ
レ
ー
.シ
ョ
ン
■.の
程
度
の
比
較
的
過
度
で
.な

か

っ

た

に.は
、
0
0
が
徐
々
に
行
は
れ
た
が
、
そ
の
極
端
に
走
っ
た
時 

拟
に
は
極
^

に
瓦
速
に
行
は
れ
た
。
而
し
て
超
ィ
ン
フ
レI
シ
ョ
ン
の
終
極
の
段
階
に
於
い
て
は
、
物
價
と
通
貨
又
は
爲

替

と

物
腹

の
 

兩
者
■
•
の
何
れ
か
一
.方
•
の
遲
れ
が

 

<翁
又
は
太
部
分
無
く
な
づ
て7:
ヴ
た
§

.0

.

.

.

:

.

?
.) 

J. H
.

 Rogers, 

cp. d
t, 

pp. 14G-155， 

•

以
上
の
如
き
ロ
ー
ヂ
ャ1
ス
の
實
證
的
吟
味
並
に
推
論
は
、
同
じ
く
獨
乙
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
に
於
け
る
爲
替
、
物
價
及
び
生
蜜 

を
硏
究
b
た
•ダ
ラ
ハ
ムFrank 

D. 
G
r
a
h
a
m
s

に

ょ

つ

て

、

，
全
幅
的
に

.支
持
さ
れ
る
所
で
あ
るO
Vダ
ラ
ハ
ム
は前
容

の

.推
^
c

l
 

い
で
^/
ぅ
^

へ
て
ゐ
る
。
國
产
物
便'遝
動
が
屢
々
^
貨
流
通
量
の
そ
れ
に
先
行̂
た
こ
と
は
明
確
に
立
證
さ
れ
る
が
、
そ
の
逆
の
寒
態 

が
起
‘っ
た
と
茇
ふ
.絕
對
的
の
保
證
は
な
い
。
同
機
に
爲
替
相
場
が
屢
々
物
惯
に
先
立
っ
た
こ
と
も
確
定
的
に
立
證
さ
れ
る
け
％
ど
も
、 

1
の
反
對
が
员
だ
と
武
ふ
磓
證
は
な
い
。
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
シ
の
終
極
期
に
於
け
る
特
色
は
、
爲
替
、
物
愤
及
び
通
貨
の
三
肋
線
の
速 

動
が
略
爵
時
的
だ
っ
たI

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
國
內
醬
及
び
通
貨
流
璧

Q

動
搖Q

激
化
し
S

で
あ
っ
た
で
あ
ら 

ぅ
。
こ
の
.時
期
に
至
る
奪
物
價
遝
動
が
通
貨
に
：對
し
、
爲
替
遝
動
が
物
憤
に
對
し
て
有
し
て
來
た
先
行
關
係
は
、
斯
る
終
極
期
.に
政 

い
て
も
杯
續
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
が
併
し
調
盤
が
あ
ま
り
迅
速
に
行
は
れ
た
爲
に
、
統
計
九
で
は
判
別
す

.る
こ
ど
：が
出
來
な
い
。
ィ 

ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
後
の
數
ケ
月
間
で
は
、il
l
內
商
品
惯
格
が
其
時
の
爲
替
相
場
に
遊
い
て
日
々
或
は
そ
れ
以
上
频
繁
に
痤
て
ら
れ 

太
こ
^
は
、
確
か
な
都
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
通
實
にI

に
は
荷
つ
：
太

が

極

ズ

短

.期

問

だ

っ

た

遲

滯

ば

、
：
月

平

均

汾

恶

く

數

字

で

.
は

專

然
表
は
れ
散
い
で
あ
ら
ぅ
°
併
:1
.
、
こ
れ
は
都
合
.

Q

ょ
い
說
唞
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
V

一
 

九
ー
ー
ー
.ー

ー

年

の

最

後

む

數

ヶ

月

の

阢

物

脱

が

通

.

. 

• 

• 

, 

- - 

: 

. 

•

貨
に
、

一
九
一
j

o平
八
月—

ニ

ニ

卖

H

Q

i

s物
®

S

れ

た

秦

ふ
、
統
計-

H

立
f

れ
な
；

S

假

赛

S

に
■

し
た

.

.

. 

..

..

:?
3
の
だ
と
一
石
ふ
こ
4
拉
、
.恐
ら
く
社
就
實
で
あ
ら
ぅ
。
所
で
，一
般
的
に
觀
れ
ば
次
の
如
く
言
ひ
得
ら
れ
る
。
少
く
と
も
一
九
一
o
平
八

• 

.

. 

. 

,
 

■
 
.
 

.
 

.

.

. 

■

月
に
茧
る
淹
;«
さ
ぅ
し
て
恐
ら
.*
<
典
他
の
時
で
も
、
直
接
の
^

_
窮
極
的
：で
な
い
と
は
言
へ
^

^
因
來
の
連
鎖
は
、
_

_

_
則
が
‘ 

漱
愦
へ
、
蕭
し
ズ
通
谓
被
通
屢
へ
走
つ
て
届
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
寧
ゐ
典
逆
で
は
な
か
っ
た
と
鼓
ふ
こ
と
で
あ
る
。
或
る
場
合
に
は
、
' 

爲
韩
_
場
遝
励
の
觸
立
：§
性
質
が
明
瞭
に
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
0

S
々
爲
#
相
場
の
運
動
は
、
笫
ー
に
通
貨
齧
環
速
度
を
變
孚
る
こ
. 

と
に
侬
り
、
第j

一
 
に
被
殆
ん
ど
不
可
避
的
忙
紙
幣
の
新
發
行
を
.招
來
す
る
こ
と

，
に

ょ

っ

て

、
㈣

M

に
.影
響
を
及
ぼ
し
た
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右
表
に
於
い
て
、
數
字
がl
o

bパ
ー
セ
ン
ト
な
ら

ば
實
際
爲
替
相
場
が
標
準
相
場
に
一
致
し
た
こ
と
、
即
ち
其
國
貨
幣
の
弗
に
對 

す
る
爲
替
價
値
が
自
國
內
に
於
い
.て該
貨
幣
の
有
す
る
商
品購
貿
力
に
等
し
か
っ
たこ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。數

字

が

•
一 
〇
〇
よ
り
も 

高
い
か
或
は
低
い
の
は
、
そ
の超
過
叉
は
不
足
數
字
の
パ
ー
セ
ン
ト
丈
兩
相
場
の
不
一
致
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
即
ち
5
 

0

%
以
下
^

場
合
に
は
、
そ
の
以
下
の割
合
だ
け
該
國
貨
幣
の現
實
の
對
外(

對
卟)

價
値
が
國
內
購
賀

力
よ
り
も
高
き
に
在
っ
た
の
で 

あ
る
o
f他
か
ら
言
へ
ば
そ
れ
丈
標
準
相
場
よ
り
も
低
か
っ
た
こ
と
で
あ
るV3
一
 

0

0
以̂
上
.の
場
合
に
は
' 
該
降
貨
®
=の
墾
外
^
値
が 

.
そ
れ
丈
低
落
し
過
ぎ
て
ゐ
た_
で
あ
る
0
而
し
て
湔
揭
諸
國
の
順
序
は
、
お
期
間
中
：の
巧
平
均
に
據
り
、
實
際
相
場
が
標
準
相
場
よ
り 

も
最
も
高
地
位
に
粗
っ
た
國
か
ら
低
き
に
從
っ
て配
列
さ
れ
て
ゐ
る
？
又

こ
の
順
序
は
太
體
當
該
諸
國
に
於
け
る
貨
幣
惯
f

の
絕
鹃
妒 

低
落rvrrg

度

(

或
は
：ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
と大
體
言
ひ
得
よ
ぅ)

を
も
示
し
て
ゐ
る
o
.伹
し
月
平
均
で
あ
る
か
ら
、
西
班
牙
及 

び
f

装

吉

利

卡

も

國

內

腺

勞

の

低I

大
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
上
位
に
置
か
れ
でI

■

: 

•;
:

-
E替

柑

場

フ

ン

1

ン
：ヨ
ン
迖
の
姻
爾
に
關
す
る
着
干
の
身
察 

七
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该
替
相
揚
.达
ィ
シ
フ
レ
！
シ
ョ
ン
>
/の
關
，係
に
關
す
厶
若
干
の
考
察
へ 

：
七
八
.

(

七
八)

右
の
表
及
び
圆
に
衣
っ
て
み
れば
、
獨
こ
を
除
く
諸
國
は
比
較
的
に
一
〇
〇
涔
近
く
に
集
合
し
て
居
り
、
且
っ
典
離
反
が
自
働
動
に 

調
盤
さ
'れ
た
や
ぅ
に
見
え
る
。_唯
獨
こ
は
.一
國
丈
別
の
部
類.を
な
し
、
マ
ル
タ
の
爲
替
愤
姐
は
國
內
購
買
力
に
比
し
て
他
の
諸
國
に
於 

け
る
よ
り
も
遊
し
く
低
下
し
て
ゐ
る
。
又
他
の
貨
幣
の
.場
合
の
や
ぅ
に
、
興_
反
縮
少
の
.方
向
に
池
む
傾
向
が
何
等#
し
て
居
ら
な
い
。 

中
立
園
た
る
瑞
典
、
瑞
西
、
西
班
牙
、
諾
威
及
び
和
蘭
の
諸
國
の
貨
幣
は
弗
に
對
し
て
、
關
係
ニ
國
物
價
の
比
よ
り
も
高
位
に
在
っ
た 

が
、
前
三
國
0-
場
合
は
そ
の
離
反
が
相
當
大
で
あ
り
、
後
一
画
の
場
合
は
僅
少
で
あ
っ
た
。

’次
め
：部
類
た
-る
チ
- 

> コ
：ス
口
ヴ
ァ
キ
ヤ
、 

英
吉
利
及
び
丁
抹
に
就
い
て
は
、
離
反
比
よ
く
調
盤
ざ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
現
實
の
爲
替
相
場
は
標
準
相
場
よ

b
も
浩
干
低
位
に
# 

し
た
。
白
洱
義
と.佛
蘭
西
に
對
■し
て
は
、
弗
は
標
雖
相
場
よ
り
も
八
％
高
く
、伊
太
利
に
對
し
て
は

1

五
^
高
位
で
.あ
.っ
た
。
然
る
に
獨

乙
に
對
し
て
弗
は
、
根
强
く
購
買
力
平
價
の
一
倍
半
乃
至
三
倍
高
位
を
保
っ
た
。
即
ち
平
均
打
步
は
八
五
^
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
平

' 

-
.

均
以
上
に
於
け
る
動
播
が
そ
れ
以
下
わ
節
挤
よ
り
も
逾
か
に
範
園
が
廣
か
っ
た
の
で
あ
る

?

^

’(
0

0

.!>•
 .Graham, 

§
../<:^pp* 117-123，.

.

前
に
述
べ
た
通
り
實
際
相
場
が
！li

•相
場
か
ら
離
反
じ
捋
る
こ
焉

カ
ッ
セ
ル
も
容
認
す
る
所
で
あ
り
、
又
そ
の
程
度
が
過
破
期
に 

於
い
て
は
诃
な
り
著
し
い
こ
^
も
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
、
玆
.に
揭
げ
た
や
ぅ
な
統
計
的
結
纸
を
仔
細
に
吟
味
す
る
こ
^
に
依
っ
て 

如
何
な
る
國
、
如
何
.な
る
||
#
期
に
多
バ
く
.離
反
す
る
か
、
■
反
の
上
下
如
何
、
又
.其
辟
度
の
如
何
等
に
就
.い
.て
、
若
干
の
抓
論
を
^
き
得 

る
所
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
玆
で
は
之
を
猜
略
す
る
。

斯
欉
に
國
に
依
り
時
期
に
：M

b現
實
爲
#
相
場
の
購
質
カ
平
惯
に
接
近
す
る
程
度
に
は
相
違
，が
あ
る
け
れ
.ど
も
、
そ

れ

に

も

拘

.ら

ず

• 

. 

. 

. 

. 

. 

.

.

. 

...•

皆
々

が
右
か
ら
受
く
る
印
象
は
、
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
茌
し
く
な
い
場
合
に
は
、假
令
芷
：確
に
で
は
な
い
と
し
て
も
可
な
り
よ
く
兩
客

一：.
.
^

ノ
が

一
致
の
倾
向
を
承
し
て
ゐ
る
と
武
ふ
こ
と
で
あ
る
ゾ
こ
.0
點
は
グ
ラ < 

ム
も
亦
認：

む
る
所
で
あ
っ
て
、
歐
羅
巴
が

T

般
に
不
換
紙
幣 

で
あ
っ
.た

時

期

に

於

け

る

物

惯

及

び

相

場

，に
關
す
る
.硏

究

は
、
現
實
.の
爲
替
相
場
と
相
對
的
物
價
に
栽
く
辄
論
的
平
準
相
場
と
.の
間
に
、 

大
多
數
の
場
合
寧
ろ
密
接
な
相
應
關
係
の.あ
る
と
と
.を
示
す
、
と
述
•ベ
.て
ゐ
る
c

&

o併

し

な

が

ら

彼

过

，購

買

力

平

價

說

を

認

め

て

ゐ 

る
_
で
呔
な
い
。
ー
假
り
に
物
價
か
ら
爲
替
相
場
へ
の
因
银
的
連
鎖
を
ば
姑
ら
く
承
認
す
る
と
し
て
も
、
右
の
場
合
の
爲
替
相
場
は
關
係 

ニ
國
の
通
貨
の
國
內
購
買
力
に
ょ
っ.て
非
常
に
影
響
さ
れ.た
の
み
な
.ら
ず
、
そ
の
際
次
の
如
き
諸
要
因
も
亦
重
要
で'あ
っ
た
こ
と
を
、
認 

め
ょ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
：の
で
あ
る0

.(
一
〕

國
際
經
濟
上
の
地
位
の
推
移
金
本
位
制
度
の
下
で
は
、
國
際
的
偾
游
の
增
大
或
は
國
際
的
資
產
の
減
少
に
は
、
通
例
當
該
國 

の
物
價
の
相
對
的
低
落
と
、
其
事
態.の

變

化

に

適

應

す

る

瑜

出

入

比

，率

.の
增
，大
と
が
‘隨
件
^
て
：
起

る0
不
換
紙
幣
の
卞
で.は
、
こ
の
調 

盤
が
外
國
爲
替
を
通
じ
て
行
は
れ
る
傾
き
が
あ
る
。
即
ち
金
本
位
下
の
や
ぅ
に
、
國
內
物
價
が
&
落
し
て
爲
替
相
場
が
不
變
の
傲
居
る 

と 
一

K

ふ
の
で
な
く
、
爲
替
相
場
は
低
落
す
るに
釾
し
て
、
國
內
物
價
は
不
變の
ま
-\
#
す
る
か
、
或
は
騰
貴
し
て
も
爲
替
低
落
の
程
度 

ほ
ど
に
は
騰
貴
せ
ず
、
そ
の
結
艰
輸
出
增
加
、
輸
入
抑
制
を
坐
ず
.る
亦
ら
、
，國
際
的
取
引
の
均
衡
が
保
た
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

.

所
で
中
立
國
は
國
際
經
濟
上
の
地
位
を
改
善
し
た
に
對
し
て
、
交
戰
國
は
勝
敗
何
れ
：に
屬
す
る

>
問

は

ず

其

地

位

を

惡

化

.せ
し
め
て
ゐ 

る
。
故
に
こ
.の
事
は
、
此
等
諸
國
の
爲
替
相
場
に
高
低‘の
差
を
生
ぜ
し
：め

た

一

原

因

で

あ

る

。
，
尤
も
こ
：
の
原
因
は
、
•
獨

乙

の

相

場

の

如 

く
標
準
相
場
か
ら
の
湛
大
な
離
反
を
說
明
す.る
も
の
で
は
な
か
ち
ぅo

:

;
:.
':
■ 

.

 

ろ
ニ
>

將
來
に
於
け
る
爲
替.相
場
變
動
の
見
込.
不
換
紙
幣
國
.の
潙
替
相
場
は
、
，其
抵
落
に.は
限

度
は
な
い
：が
、
，
そ
の
：
騰

貴

は

通

例

.

爲
替
相
揚W

ィ
ン
フ
レ
I
シ
3
ン
：

W

の
關
係
に
關
す
る
若
于
の
考
察
，
 

七
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七
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八O

 

0 ̂
.7 

Z

現
孜
の
相
場
と
舊
金
平
似
と
の
差
異
丈
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
事
實
.は
：
其

國

に

，
と

<?
て
何
等
か
の
理
由
に_
い

て

將

來

有

利

な

事

情

の

.挤 

，す

る

場

命.
y

は
、
そ
れ
程
爲
替
相
場
泜
落
の
要
因A
は
な
るま

；，s

が
、
將
來
不
利
又
は
見
透
の
つ
か
ぬ
通
貨
に
就
い
て
は
恐
ら
く
之
を 

抑
腮
ず
る
股
因
と
し.て
或
ー
る
程
度
の
重
要
さ
を
持
つ.で
あ
ら
う
0
固
ょ
り
爲
替
相
場
の'現
實
の
動
き
.と
國
家
財
政
.の
.狀
'態

と

が

煎

耍

で 

.

あ

：る
こ
と
は
疑
.ひ
，
な

い

が

、
爲
替
に
.對

す

る

艰

資

的

又

は

投

機

的

需

要

は

:^
何
な
る
時
で
も
、.そQ

將
來
.の
"見

込

，
に

從

つ
T
墙
#
す
る
，
 

で
あ
ら
う
。_

獨
乙
P
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
シ
埘
間
屮
及
祁
後
に
淤
；

b

篇

调

西

、
'#
太

璧

び

白

耳

義

の

蓉

：、

.
雄

録

杧

獨

乙

：爲
#

自 

體
は
こ
;o
原
因
か
ら
不
利
を
蒙
っ
た
が
、
中
立
國
の.そ
机
拟
郑
.っ

，
て

利

溢

を

漉

た

：
で

.あ
：ら
う'0
西

班

牙

爲

替

の
.運

動

が

挺

，
礎

鸫

以

卞

か 

ら
.迤
か
に
そ
れ
以
上
に
；
っ
た
こ
とid
、
初
期
に
於
け
る
金
本
位
復•歸
め
失
敗
と
-へ
セ
タ
の
將
來
の
不
安
增
火
と
に
、
疑
ひ
.も
な
'く
歸
せ 

ら
れ
る
。
揺

西

及

び

併
.^
:
利
の
爲
#
が
ー
九
ニ0
年
に
殊
に
歌
福
で.あ

.0
た
の
も
、
恐
ら'.く
同
様
の
原
因
の
み
に
出
來
す
る
で
あ
ら-_
 

う
。

一
九
一
九
苹
迄
は
、
フ
ラ
ン
と
リ
ラ
は
紐
育
で
釘
付
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、釘
付
撤
廢
と
共
に
念
落
を
示
し
た

o
.

こ
の
^
調
が
‘
 

何
處
逛
繼
續
す
る
か
，に
關
す
る
不
安
が
、
其
爲
替
相
場
の
國
內
價
値
に
對
す
る
相
對
的
低
位
の
、
主
原
因
で
あ
っ
た
や
う
に
考
へ
ら

^
る
。

(

三)

固
究
的
借
入
汉
殽
か
ら
來
る
、
爲
^

^
場
に
對
す
る
不
斷
の
'1
|
1迫

.
こ

れ

は

獨

乙

の

場

へ

ロ

に

は

賠

|#
^
耍
の
た
め
に
、
全
く 

1
要
な
原
区

で

あ

つ

.
て
、
：ブ
九

ニ 一
、
ニ
平
を
通
じ
.て
マ
ル
ク
下
落
.
.の
主
因
と
認
め
ら
ベ
き
も
の
で
あ
る
。

(

四)

.
恐

慌

へ

不

換

紙

幣

の

對

內

及

び

對

外

兩

價

■«
の
.不
斷
の
縮
減
を
避
け
る
爲
に
、

.

如
何
な
'る
價
格
を
挪
っ
C
も
之
を
外
國
貨
修 

に
交
換
せ
ん
と
す
る
欲
求
は
、
該
通
貨.の
爲
.替
相
場
を
抑
®
す
る
主
な
要
素
と
な
る
で
あ
ら
う
。
從
つ
て
國
內
購
賈
カ
の
對
外
j
資
力 

把
對
す
る
比
率
を
別
上
祁
る̂|

因
と
'な
る
で
.あ
も
うo

併
し
と
れ
は
、
時
々
迤
棠
さ
れ
る
や
う
に
重
要
な
要
因
で
は
な
く
、
寧
ろ
パ
ラ
ソ

.

• 

•
.

• 

. 

.

.

ク
が
何
處
か
ら
起
る
か
に
依.つ
て
ゐ
る
の
，で
あ
.る0:
若
し
%-
.れ
が

：改

國

で

發

樂

る

，：ど

、

-

物
傾
の
騰
貴
に一
檨

；に
.欺
は
れ
る
倾
き
が
あ•及
、
_

騰
貴
は
爲
.替
運
：職

を

容
.晷

に

迤

越.ず
.
.で
あ
，ら

ぅ
0;

是

れ

忙

反

し

て

パ

；
ーー

 

'
ク
が 

外
國
か
，ら
起
る
と
、.爲
替
相
場
の
：'低
落
が
卿
が
歡
憤
水
準
の
上#:
ょ
り
t
激
し
い
こ
と
は
、•殆
ん
ど
糙
か
な
こ
と
で
あ
る

o

一
九
二
〇

•

.

年

か

ら

ニ

ニ

年

：
一
月
に
至
る
間
、

1

度
は
輕
微
な
而
し
て

一

度
は
顯
著
な
例
外
が
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
獨
乙
マ
ル
ク
に
於
け
る
國
內
購
、

I

貝
力
の
對
外
購
賈
カ
に
對
す
る
比
率
は
、
爲
替
根
場
運
動
に
追
隨
し
た
0
が

併

.レ
ニ

 
二
：
年.

Y

月
か
ら
.
は^:る
倾
向
が
見
ぇ
な
い 

人
だ
け
が >

 
ル
ク
に
對
す
る•信

認

を

失

つ

た

時

に

は

、
マ
ル
ク
爲
：替

は
低
落
し
た
が

S
國
內
物
.倒
は
非
常
.な
影
響
を
突
け
な 

.

樣
、
に
外S

の
信
認
^
一
部
分
恢
復
し
た
時
は
何
時
で
も
、
.マ
ル
ク
爲
'替
ば
.騰
貴
し
た̂

.る
に
，獨
乙
人
自
身
が
そ
の
通
貨
に
對
す
る
信
認
を
喪
つ
た
：時
に
は
、物
情
も
爲

#
も
兩
乾
と
ー
も
:̂
響
を
« ;
つ
た
：
0
.^,
^

物
價
は
屢
々
そ
れ.以

上

の

割

合

を

以

て

騰

貴

し

た

、

そ
，
こ

で

■マ
ル
ク
の
國
的
廳
貢
力̂
對
外
.職
貢
^

.く
し
て
、マ
ル
ク
加
ら
の
逃
避
は
、‘マ
ル
タ
の
國
内_
買
カ
.に
比
較
し
て
其
對
外
購
買
カ.を
低
す
|せ
し
む
：る
倾：̂

る
r
;
.ン
,
，，
:.
- 
. 

r
 

, 

- 

.
.
.

. 

:(

五)

自
.咁
商
■
取
引S

跳
如
輸
入
並i

輸
m:
の
：統
制
.

C

殊
に
^

.

く
ば‘1

部
藥
止
す
る
こ
と
に
な
る.か
ら
、'通
貨
.
.の.對
外
價
値
と
對
W
價
昏
と
；の.陳
係
ぬ
勝
響
を
及•ほ
し
#-
か
。
尤
も
此
銃
制
が
ダ
グ
工 

T
ト
に
於
^'
-
る
.律
に
完
全
'で
な
.：い
場
合
に
ば
：，
右

：の
此
：率

.に
：及

ぼ

す

影

響
_
多
分
そ
板
歡
大
な
を
も.の
で
^
な
い
：@

?

〕
^
r
a
b
&
,
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.
,
6
1>へ
 C

i
t
^
p
p
.、 1

2
3
l
l
2
6
.

'*'

:
:以
セ
の
：外
に

〜

フ
跖
貰0
馨

相

衡

を

覧

ヵ

平
*

^
引
_
尤

媒
#;
0'
特
：殊

腺

ま

が

翁

げ

&
れ
^
含

(

0

_

-

|

て
を

る
，？
：
勿

論
®
見力

#-

價
は
或
る
年
を
栽
礎
と
し
、
そ
翠
に
於
け
：る
が
#:
:
と
#:
働

'
の

關

係

扒

ら

测

定

さ

れ

る

_

で

私
る
：が
、

r

迤 

礎
^
奶
に
於
ボ
る
撕
係
が
恶
干
異
常
で
あ

：

つ
.た
か
も
知

れ

な

い

レ

、
東

そ

ぅ

す

れ

ば

^

-

に

於

吹

石

陳

反

は

此

琪

情

か

ら

起

る

匕

と

が 

务
り
得
る
。
次
は
、
計
算
の
依
つ
，て
以
て
行
は
れ
る
指
數
な
る
も
の
が
近
似
數
を
示
す
だ
け
で
、
且
つ
其
構
成
如
何
に
ょ
つ
て
或
る
程 

度

の
差
落

を

坐

ず

る

こ

と

で

'
あ

る

o
'こ
の
點
ゆ
旣
に
フ
-
尹

A
v
w
v
F
l
u
x
'

も
，、
m,
羅R3

若
干
，國
、
北
浓

合
衆
國
、
0;
本
に
就

き
、
親
に
擧
げ
た
所
と
同
時
期CD
—*
九I 

.
o-
.一
 
.一一
一 一
年
間
か.爲
替
相
場
を
硏
^'
し
^

へ1-

股
の
目
的
か
だ
め
に
普
通11
鄭
さ
れ
る
0,

在
の
_

價
指
數
を
購
買
力
平
债0
直
接
計
箅
に
逾
用
す
る
こ'と
.は
^

^
の
點
で
疑
間
が
あ?)
1>
、
其
計
算
ば
吾
タ
の
求
め
へ
ょ
ぅ
と
ず
る.
 

地
位
を
極
く
大
體
指
示
す̂

以
上
.の
も
の
で
な
い
。

一
■̂

に
み
れ
.ば
^

る
指
»

の
欠
.點
故
寧
ろ
.31
火
で
あ
ら
ぅ
、

1
1日
つ
.で
ゐ
る
-0
: 

而
し
て
科
;[
]
:し
得
る
指
數
の
；汞
す
所
に
ょ
れ
ば.
> 爲
替
相
場
が̂

^
且
つ
氤
激
か̂

觀
ず
る
場
合
忙
は
、
國
內
物
價
は
若
干
遲
滯
す
る
. 

丈
で
國
際
市
場
に
於
け
る
物
價
に
適
應
せ
し
め
ら
れ
、
從
つ
て
11
^

カ
平
惯
ば
そ
；の
運_

に
於
い
；て
瑰
實
相
場
に
遲
れ.る
旨
を
、
附
言 

し
て
ゐ
る
C
E
O
- . 

V
-

A
.

 

W
.

 

F
i
u
^
T
h
e
^

reign 

E
x
c
h
a
n
g
e
s
,

 

1924, 

?
 92, 

94
*:'

そ
の
外
、

(

生
產
方
法
^

^
化
或
は
.商
l

に
對
す
る
隊
際
的
需
要
が
變
化
も
、
鈍
然
た
る
國
內
商
品
と
國
際

^

叫
と
0

間
s
^
0
0

.

.

.

-

、
.
. 

.
'
/
. 

- 

.

.

.

.

を
變
動
せ
し
む
る
か
ら’
爲
替
相
場
の
國
內
物
價
に
錬
す
る
關
係
ト
變
北̂レ

む

る

ぢ

云

ふ

事

情

も

あ

る

^

そ

れ

故

に

總

ャ

此

等

の

事

.*
>
.
 

..

, 

■ 

■ 

■ 

■

.
 

.
1

 

i

如
ら
、
現
贤
相
場
は
購
賈
カ
爷
價
か
ら
離
反
し
淨
る
し
、
叉
購
買
力
平
價
の
訃
激
も
誤
謬
を
含
む
余
地
妙
あ
る
。
そ
れ
に
も
掏
ら
ず

此
等
の
特
殊
要
因
は
、
多
數
諸
國
に
就
き
一
般
的
に
觀
察
す
る
と
あ
ま
り
筑
要
な

>̂
:
の
，で
は
な
く
、
恐
ら
く
高
々
輕
微
な
離
反
を
說
明 

-

し
得
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
つ
て
、
獨
乙
と
他
諸
國
と
の
問
に
#

す
る
顯
•著
な
相
違
の
如
き
に
と
つ
て
は
意
義
な
き
も
の
で
あ
る
、
と 

言
ふ
の
で
あ
る(

12
V

r2
v
. ..Graham, op. cit.,\p. 126.

三

#

蘭
西
イ
ン
フ
レー

ノ
ゾ
ヨ
ン
ン
に
於
廿
る
爲
替
相
場-

'
 

'
, 

f 

.

前
顼
に
於
い
て'は
獨
乙
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
爲
替
相
場
の
關
係
を
考
察
し
た
が
、
固
ょ
以
獨
乙
は
最
も
極
端
な
イ
ン
フ 

レ
ー
シ
ヨ
ン
を
經
過
し
た
國
で.あ
る
。
グ
ラ
ハ
ム
の
指
摘
す
る^ ,
ぅ
.に
、
マ
ル
ク
爲
替
の
購
買
力
平
價
か
ら
の
離
反
は
最
大
で
あ
つ
て
、 

そ
れ
自
靡
特
異
の
部
類
に
別
げ
入
れ
ら
る
べ
き
地
位
に
在
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
獲
ら
れ
た
結
論
を
以
て
そ
の
ま
\

ー
般
に 

及
ぼ
す
の
は
咐
か
に
危
險
を
免_
な
ぃ
0
.故
に
他
の
國
に
就
ぃ
て
も
撕
は
せ
考
察
す.る
必
要
が
あ
る
の.で
あ
る
が
、
此
場
合
屢
々
對
象 

•

と
な
る
の
は
1

西
で
あ
る
0

^ :
し
同
國
は
"比
較
的
長
く
不
換
紙
幣
に
惱
ん
だ
と
同
時
に
、
イ
ン
フ
レ
，

I

V
ヨ
ン
の
程
度
も
獨
乙
程
極

端
で
な
く
、
且
つ
國
際
的
經
濟
關
係
を
有
す
る
こ
^

が
多
ぃ
國
だ
"か
：ら
で
あ
る\
°
:
'.
;

.
''

.

.

. 

• 

\ 

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

. 

♦

.

今
佛
蘭
西
イ
ン
フ
レー
シ
.

*

シ

に

發

る
爲
替
相
場
の
動
き
を
觀
るた
め
に
、•

爲
替
相
場W

イ
ン
フ
レ
I
シ
a
ンW

.,

の
關
係
に
關
す
る
若
干
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考
察 

：
.：

：

<三

：

(

八
三〕



n m 黾务接
r

* - .

. * 

i m  i  o i  •!

ン
ど

の
關
.係
に
關
す
ふ
莳
干
の
考
察 

盏

裔

S

涞

k

S

寒

.

.

i露

W
I
3 

1

00

4

W
I
9 

象

3
N
7 

1
00
7

333 

MVO
0 

335 

Z
9
0
;

 

3
2
9

 

I
9
H

 

337 

1
%

350 
2
0
0

八
四

(

八
四>

癖

S

书
窗

?
3
4

?
2
5

1
1
.
0
3

11.
0
1 

1
0
.
9
4

 

11.2
0

 

M
M
.
M
N

 
.
1
1
.
8

 

I
I
.
O
S
-

1
0
.00
2 

10.04..

1
1
.
0
4

 

M

S

3

S
.
9
5

1
1.25 
HI.56

1

^

1

 

n
jf
t
vCM
M

0
.
s
d
^
.

1
5
4

 

o

5
.
5

1
500
.
7

I
5
9
b

 

.
1
6
0
.
0 

1
5
6
.
2

 

1
5
6
.
0

1
6
2
.
5

 

I
6
S

1
600
7

J
6
S
.
9

 

1
6
6
.
3

 

■M
6
6
.
0
.

1
6
7

 

o

m
'
5
7
.
3

 

m
.
4
4
.
4 
一.

0
0
0
$

0 

:

0
'.
-
m

8

3

s
 .

2
3
1
6
3

,
2
3
9
8
6

2
6
3
9
5

2
7
0
7
3

■■

2
00
5
5
0

29I4

OC 

2
VO
4
3
4 

2

0

^

2 

30721

2
vn
o
7
2
. 

3
0
2
5
0

 

31794

3
2
4
9
2

 

ば
772 

.
 

冼
vo
.w

-

3
t
3
4

'
3
4
4
4
2

3
9
000
4

.

.

.

.

..

ハ

八
五
し

I

s

o

"
5:65

J
4
.
3
9

1
2
.
7
6
.

I
I
.
7
6

?
6
2

,
,
V;
'
.

I

O
.o
>
2

9
.
2
4

 

00
.
400

7
.
0
4

7
.
1
9

 

•

?

5

S

5
7
VO
2 

00
.
1
3 

7
.
100

6
.
7
4

o»
5
3

爲
啓
相
場w

イ
ン
フ
レ—

'

V

O *0 00 M  0  k け办：,w

2
0
3

2
1
2

ぬ
1
6

WIO 
t)
x
r

2
1
7

爲
關
ぼ
聰
す
る
薄
の
考1

?

7
 

H
3
”
5 

-S
2
.
S 

I

0

6.M

1
0
4
.
5

 

lM
o
.v
o
;o 

1
0
2
.
7

■v
o

I
;b
o
s

00
2
.
1
5

77.74

7
9
.
2
0

 

S
3
.
2
9

8
6
.
7
00 

00
0
.
7
6

■'
 
ゾ > 

,

00
1
.
3
0 

00
0
.
5
2

八
五



S
2
3

'6
0
. 

A

'6
0
.
2
4
. 

7
.
9o> 

--7.66

:
S
7

:6，S
6

7.23

6.6s?
5 

6
W
2 

6
.
6
7

 

6
.
6
4

; >
3
0

5.S9

5
b>
5

矣S
5

S
M
7W

2
5

.
325

3
3
1W

2
9

337W
5
2

3
6
2%

7

4
2
2

:t
4

4
1
5

「407

4
0
9▲0

7
 

t

3

4
2
4

$

J
400 

1
5
0

 
•H
5
S

“
s
s

“
S
3

:
m
5
4

“
5
6I

s, 

1
5
6

 

M
5
71

5'v
o

s

“
5
3

“
50 

:m
5
4
 

M
5
3

錄
啓S

2I
:
W
^
*

ン
7

レ
ー
シ
3
シ
«
:の
：關
係
.校
關
す
.る
ー
若
干
©
考
察
.

9
0
1 

PO
9
0 

9.209
.
0
3 

00
.
9
7 

0̂
0
00
2 

,00
.
5
5

S
W
I
 

7
.
700 

7
.
100

7.23

;:
2

'

7
.
0
4 

7
.2

2

t7
0
1

7
.
0
1

• 7
b
l

I
0
L
2
0

 

9
00
.
4
3 

60
9
.
500

SS.I5

^
•
4
0

003.56 

8
0
.
2
3

 

♦
.
0
0 

,
8
5006 

. 8
(
6
6

 

OO
M
O
 

0
0. 2

6
. 

3
9
.
7
3

者

5

002
.
2
5

 

000
. 6
0.. 

8
3
.
6
0

 

S
400
S

3
5o
>
7
4

3

箸

36050

3
6
0
5
'
w

36603 

3
6
6
9

 
私

3
5
700
9 

3
0̂
3
5
9 

.
<
3
6
7
00
0

3
7
0
5
5

3

U
00

3
6
5
4

00

3
6
300
ひ

ム 
6
600
0 

ム 
s
'g
'o 

3
7
5

4
o>
2o\

3
7
6
7
0

 

(

八
七〕

i S

2

I

1 1 m r 系 u  i  ! 足 ! 鋪

•芝- i 沒暮每宅 i 各， 沒§ ̂  ^  , 3 § a  ^
.■ ：

ぷ ^ ぶ a  ^ ぷ ぶ i : 名 ぶ ぷ ^ ぶ な u な ぶ
W  W « 00 O m t> w W . w N 00 cn 0 0 0̂ Q\

爲
稃
相
极
r
イ
ン
フ
レー

シ
ヨ
ンw

の
關
係
に
關
す
る
若
干
の
考
察

8
.2

0S
4 

«
0
6 

S.I900
.
3
1 

0O
.
M
3 

00
.
5
0 

00
.
4
3 

00
.
2
4 

00
.
200 

7.91 

8
.
2

°° 

00
.
1
9

 

OQ

M
S 

切
.
409

S
9

S
VO
2

I

，
八
六 

7
3
.
2
00

7
4
:
5
5

7
S00

007.54 

004.60

S
7:t
•

OS. 4
6

95.7.4

9

今

，

93 

7
N

92.04

00
7
.
5
6

S
S
2
.

9
4o>
s

o
o»
.
2
2

Q
0O
.
2
0

l
o
p
Q
o 

105.10

C

八
六)

,w
oo
oo
0
7

37444

379H3

3
7
S
O
S

%

s
 

3
00
2
1

1

 

3W233 

37494 

3694"

3
6
U
3

3
6
9
2
1

3
7
s

wo\
33
o> 

3
6
400
7

%

B

3
6
1
5
1

s
-tj
s
2

3
5
700
?
,



■̂•73 

8
5
.
5 

5?
.
0
0

00
4,96

 

'■
0
04
00
S 

00
3 
M
'» 

7
00
,5
00 

700
ら
3

V  S j v i 00 q  on o\ ct\ a» o\ g ' y i K1 K* ^  ^
ち ^  ^  ^  ^  %  ぶ t  ^  °6 ^  ^  t  ^  ^  t  8

3
4々

3
6
93

00
4

t
9

S
6

S.49

5.33

5
0
4

4.75

-4*74*

そ
70

4.65

4
4
7

5.6J

5.535
.
5>i

5.55

79.52 
700
W0 

76.98

7
500
4 

7
-W
9
3

7
t
4

7
0
.
7
00 

7
5fe

77.50

76,56

.の

關
体
に
關
す
る
m
干
の

m
m

4
4
0
3 

4
3
8
0

4
4
2
2
1

4
4
7
0
2

な
557

4
6CS
7
9

4
(5
00
8
 
ム

49993

5
0
6
1

09

50991

S
9
2

52014

527S5

53073

£; 6p
2

t>

§
147

i

7

5457

00 

(

八
九〕

00 po 00 
P° V1 V
co o >  み
0 0 ね W

93,70 

Oo
r
.
3
4 

oo6>77. 

00
9
:
9
0

00
P68 

/
00
00
.
6
4

89.94

9
0
.
4
4

^
p
o
p

k
p
"<r

M
I 

5-52 

444 

1
2 

5.25 

§
 

, 

M
^

M

-t
7 

495. 

15“ 

tw4
.
4
2 

5
4
4

 

150 

S

 

4
^
8

 

4
9
9 

* 

1
5
0
. 

4

ct
>“
6 

450 

1
4S 

V*
,v
*
7
9 

459 

1
4
7

切 

5
-
2
V14

6
5 

145'

1 

5.12 

4Si 

14”

 

.0
0

v»
4
6 

4
7
7 

I 
名 

9. 

w
,
w
o 

486,, 
149.'

H
o 

5-23.._ 

4
9
7
;

M
M 

5‘ 2S

 

5
0
3 

0

K 

5
.
4
0 

507 

1
5
7

H 

5
.
4
0
. 

5X4. 

160」

.
2

 

5*
&

 

5
1
5 

1
6
1

 

w 

5
-
s

 

s
 

1
6
1

 

4: 

5
*
m
9 

SM3 

I
sch

へ
八
.

83も

S2.6

99

7vo
;
4
2 

00
2
.
0
0

眷

相

場

.
>
s.イ
ン
フ
レ
I
シ
9

の
關
係
.に
；闕
す
る
费
干
の
考
祭

C

八

八)

3
S
9

37905

300
3
2
9

智
95

3
9
9
5
0

 

3
500
2
4

39403 

39

没5

4
8
8
2
.

 

4
0
0^'

40339

4
0
4
6
0

40447

.
4
0
6
0
.
4

4
0
5

40792

4
0
8
9
2

4
.2
6
6
2

.

濯
f
賣
鑛
暑
®I
選

馨

證

；
響

！
^

疆

響

儒

着̂
^
纖
■
藝

-S
馨

_

養

_
蒙
養
馨
ハ
起、
：_
f ■

n
 
h 

ij

y
l 

f
. 

> 

1
0
-
^
r 

u

-

u
 
ベ 

％
ノ

、
，r
w
„
s
v 

f 
り！ 

u 

I 

,

ふ



爲
啓
相
場
ミ
ィ
シ
シ
レ
J
シ
ヨ
シ
：

W

の
闕
係
に
闕
ナ
る
若
干
の
，考
察

S

i

m m o vo co -s» o\ m  み o)

3
.
t

3
.
9
53

VO
S: 

3
VO
2

3
.
9
1

3
ib
w

3
:
9
N

3:92

3
.
9
M

3
.
9
2、

3
VO
2

3
.
9
3

3
.
9
4

600
2 

6
24 

,0
\
2
0 

C
2
P 

6
3VP 

ch
3
4

ひ27'o>
2
r 

61
S

 

615 
5
900 

S00
5 

一

592

602

1
400 

.M
4
7 

M47 I
4o>

I
4
S

1
4
4

144

1
4
4

145 

147I
4VO

1
5
0

 

149.5 
M4
S

4.17

4.524
01
7 

4.4
00

ss4WS

4*43. 
$
 

4-53 

4
.
6
1

 
4
.0O
I
.

4.95令
00
9 

4
.
S
I

S2.00

•
 8

7
,
4
0

 

f

ul

W7,5Q

S9.2S

00
9
.

5
0

 

SP9
5
0 

00
7.70

00
6
.
30 

00
5
.
4
0 

00
”
5
0 

7.9.20 

8
0
. 3
6. 

S
I.
0
2

ff
考
..
1

爲
替
相
場
佛
米
物
價
指
數.呢
買
ヵ
平
價
、そ
れ

W

爲
替
相
場w.

の
對
比
は
，

Josephsdhmitz/Insatlon. xrnd 

in F
l
e
f
c
h
.

 1914-28, 

S. 7
S
1

に
據
り
、
紙
幣
流
通
高
は J. 

H
.

 
^

0

1 op. cit, 

p. 

62 

に
據
る
。

2 

怫
1
四

物

價

はootatistique G
6
n
&
a
l
e
,

米
國
物
價
は
W
日
l

a

L

acr
o
r 

s
p
ct
.
s
t
i
c
s 
の
自
^
で
あ
り
、X

9
1
3
F

 

5
:

■

韻
行
券
流
通
高
は
月
求
。.
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九
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i

為

5
2
1
7
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3

^
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1
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cn22IO 

5
M00
0
Q 

^
1
0
7

 

5
2
7
5
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5
2
6
7
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53573

5
4
7
0
0

 

549ぽ

 

為
で 

stabiilslemn

rQ

==■
100.'

で
あ
る
。

さ

て
S

の
如
き
ィ
ソ
ブ
レ1
シ
.“

ン
の
過
程
に
於
い
て
、
馨

相

場

、
杨
檀
及
び
通
貨
の
運
動
は
如
何
I

傾
向
I

し
た
か
。 

稗
び
”
1

デ
‘
：1
ス
：の
推
論
に
從
へ
ば、
,

::

第
.一
、.部
爲
替
.と
卸
賣
物
價
と
の
關
係
に
就'い
.て
は
:

.

.

.

:

'

.

(

a.) 

|

上

ニ

11"

ヰ
の
期
開
に
は
、
議

#!
及
び
围
內
，額i

■

は
略
ぼ
共
に
讓
し
た
か
、
.
或
は
物
價
が
一
般
に
約
一
ヶ 

.月
丈
爲
替
に
先
彈
し̂

か

何

れ

か

：の

樣

子

か

あ

る

:'
;0

:
:
,
.
,
:
:
.
、

.
(

匕

い

九
.

H
1
1
T
U

六
年
間
で
.は
、
國
內
商
品
價
格
の
弗
爲
替
ょ
り
明
かi

れ
.て
ゐ
る
こ
と
が
、
相
關
係
數
の
.利
用
に
ょ
り
發 

見

篆

セ

が

、
そ
の.遲
滯
は
大
體一

ヶ
月
セ
#
る。：併しながら各點比較裳̂

其響は時に一ヶ月時にニ 

月
ヶ
.で
.あ
り
、
屢
々
皆
無
か.叉
は一

ヶ
月
足
ら
ず
で
あ
っ
た。
：
：

：

：
^
^
^
^

し
ベ
：c
>
:
暴
相
場
と
輸
入
品
價
格
と
：の
間
に
は
、
何
れ
f

遲
滞
の
な
：い
こ
と
を
？
相
關
係
數_

し
た
。
各
點
比
較
は
、
物
價
が 

爲
替
：£
 .

ヶ
月
又
は1

1

ヶ
月
遲
れ
た
場
合
を
若
干
示
し
た
が
、

一
般
的
に
は
そ
：の
爆
は
皆
無
か
叉
は
一
ヶ
月
以
下
で
あ
っ
た
。

. (

d)
一

般
卸
寶
物
傷
數
と
雜
爲
替
と
の
間
に
は
、
相
關
係
數
を
利
用
し
て
み
る
と
、
何
れ
も
遲
滯
は
存
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に 

も

拘

らず
物
價
-X

準
が
爲
替
相
場
に1

ヶ
月

足

ら

ず

で

は

あ

る

：が

若

t

遲
れ
：
て
ゐ
る
こ
：と

が

-:
'

各
點
比
較
に
ょ
.0
て
‘解
る
0 

\

■-

隹

ー

、

卸

賣

胸

價

の

運

;1
!
1と
佛
蘭
西
銀
行
券
流
通
高
：と

の

此

較.

バ
 

.マ

)

.：：.

.
1
’
九
1
四
1
ニ
六
年
の
婴 

.

.

(

と

：
 

'其
遲
滞
は
、.一

九
. 一
T

:一
 

.八
年
間
に
於
い
て
明
か
に
卒
均
五

：

ヶ
月 

> 一
丸
一
0

1
5t

年

間

は

六

ダ

月

乃

至

.七
ヶ
月
、
一一 

:
鴉
替
相
揚
达
ィ
シ
フ.レ
ー
.
v
3
x
w
め
關
保
，に
補
す
る
劳
干
考
察'
' 

九
.

1
:
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ブ
ー
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会

C

九
：

u
>

ゝ
.
ニ
(1
ー.四
身
沿
:̂】

ヶ
戶
乃
至
ニ
ヶ
^

ニ
四
ぎ
ー
.ニ
月
1

1
六
年
ー
±
月

の

間

で

は

：
平

构

，
石

‘
意

如

く

遷

相
f

漤

と

■

猶
i

杧
_

て
社
、|

替
と
輸
入
.品
價
格
又
は
一
般
卸
寶
物
價
と
の
間
に
は
何
れ
か
I
 

滯

直

仙

さ

れ

衮

っ

た
'亦
、
胤
內
.滴
品
價
格
は
爲
潜
相
場
よ
り
も.一
九
二
三
丄
一
六
年
の
犟
間
に
は
明
か
に
少
く
と
i

ヶ
月
遲 

れ
て
ゐ
た
、
而
し
て一.
九一

.

九
丄
一1

一
年
の
前
半
期'に
は
一
ヶ
.月
以

下

で

は

.あ

っ

た

が

極

く

僅

か

先

行

し

た

や

4

t

o一
 
體
物
價
が 

爲
？

り
遲
ベ
れ
る
に
せ
よ
或
鏡
潜
が
物*
よ
り
遲
く
れ
る
に
せ
よ
、.S

か

の

讓
S

曆
明
確
に
.國
售
品
馨
の
逑
動
に
現 

は
れ
る
f

ぅ

真

ふ

こ

と

は

、

確

か

に

期

待

批

，蒼

所

で

あ

っ

た

o

所
が
一
一
掘
丨
其

一

方

が(

當
時
の〕

佛
蘭
西
の
如
く
に
紙
幣
國
な 

.

る
場
合
丨
篇
蒙
の
問
の
著
し
い
相
違
姑、
.
.
'
兩
國
の
間
に
.於
け
る
物
價
、
爲
替
又
は_

者
の
^
^
^

る
。
猶

し

て

嘶

る

相

違

排

：除

の

作

用

裏

と

し

て

.營

む

も

の

姑

I

信
用
の
麗
が
缺
如
し
て
ゐ
る
の
でI
國
際
的
に
取

引

さ

れ

る

塞
.

 

物

の

流

念9

で
.あ
る
か
ち
、f

唐

物

の

便

格

は

其

選
I

り
始
め
た
時
に
初
め
て
影
響
を
受
け
る
の
が̂ 

輸
入
ロ
1

び
國
§

の

還

格

|

含
す
る
一
般S

指
數
が
、
假
令
僅
少
で
あI

は

言

へ

、
同

時

？

に
：
影

響

さ

れ

|

は
當
然
で
.

f

、
ぶ
I

料
I

く
研
究
に
於
い
て
上
述
の
如
く
に
短
期
間
の
遲
滯
が
*
國
內
商
品
露
の
み
の
比
較
に
出
現
す
る
に
過
ぎ
な
い 

こ
と
は
、
怪
し
む
に
足
り
ぬ
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
一
丸
一
丸
丄H

ハ
I

に
於
い
て
、
後g

年
伽
で
は
物
價
S

滞
し
て
ゐ
る
.の
に
、
前
眾
間
で
は
、
若
し
何
等
か
の
讓 

f

っ
た
と
I
た
ら
そ
れ
が
翁
替
相
踢
に
存
し
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

一

九
一
九
年
三
月
に
爲
替
相
場
の 

人
爲
的
銃
制
I

廢
さ
れ
た
の
で
、
爲
羃
場

I

も
の
が
當
然
物
價
に

.證

簾

し

た

裏

ふ

I

が

攀

げ

ら

れ

よ

ぅ

。
：
■
け

れ

f

I

こ
のI

FI
1
は
み
i

な
も
の
で
は
な
いo 

一
^

一
 
〇
申
は
世
界
の
他
の.地
方
.に
霸
大
な
經
濟
的
事
件
の
起
つ
た
年
で
、
即
ち
同
年
中
興
に

-は
英
米
兩
國
亡
於
い
て
も
贫
る
爾
餘
諸
國
に
於
い
て
も
物
價
は
急
激
に
低
落
し
つ
、
あ
つ
た
。
佛
蘭
西
に
於
い
て
も
、
國
內
商
品
價
格

輸
人
品
M ;
格
並
に
弗
爲
替
相
場
は
皆
等
し
く
急
激
且
つ
非
常
に
下
落
し
た
。
此
下
落
の
何
れ
丈
が
國
內
靡
情
の
繁
で
あ
り
、
何
れ
丈

が
國
際
雄
情
の
結
艰
で
あ
る
か
は
言
ひ
得
な
い
、
が
併
し
重
要
輸
入
品
例
へ
ば
拙
花
の
如
き
が
米
國
に
於
い
て
淼
落
し
た
こ

.と
は
、
佛

蘭
西
に
於
い
て
こ
れ
が
對
價
支
拂
の
た
め
の
爲
替
需
要
に
影
響
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

f

西
輸
入
統
計
の
示
す
處
に
ょ
れ
ば
、

一

九
一
九
、
一
ー
〇
苹
を
通
じ
數
量
に
於
て
金
額
に
於
い
て
大
な
石
增
加
で
あ
り
、
そ
の
金
額

'は
輸
出
金
額
を
遙
か
に
超
過
し
た
。
此
琪
態

は
一
九
一
r

¥
及
び
そ
れ
に
續
く
年
に
於
い
て
は
全
然
亦
續
し
な
'か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此.事
は1

九

—*
九
、
ニ
〇
冲
が
^
#
相
皆

の
物
偾
に
順
應
し
た
年
で
あ
つ
た
と
の.主
張
に
援
助
を
與
ふ
，る
も
ぬ
で
あ
る0

.一
九
.
--
:

L

S1

年
に
は
、
.
爲
替
相
場
又
は
物
價
が
先

行
叉
は
追
隨
す
ベ
き
明
か
な
理
凼
は
布.し
な
い
：や
ぅ
に
見
え
る.。
而
し
て
係
數
の
硏
究
に
ょ
れ
ば
、
儲
期11
!
]中

に

於

け

る

兩

者

.の
運
動

は
恐
ら
く
同
時
で.
.あ
：
つ
た
。

：

是

れ

に

反

し

て

、
.
續
く
ー

 

九
'一
一
三
丄一

六
^
に
は
物
價
が
明
か
に
爲#
相
場
に
追
隨
し
た.が
、
此
期
間
は

繼
續
的
に
で
.は
.な
•い
が
.法
爲
替
の
投
機
が
.频
發
し
た
時
期
で
あ
つ
た
.
o 

'蓋
し
一
,
ー
ー
ー
ー
半
に
は
獨
乙
マ
ル
ク
は
慘
落
し
て
了

ひ
、
投
機
の
對

象
は
法
に
.移
つ
た
お
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
？

。

(

1)

”

H
. 

Hogers, op. 

c
i
r

pp. 121-K5V:

佛

蘭

西

に

於

け

る

物

價

と

爲

替

相

，場

と

.の
運
動
關
係
ば
大
體
以
上
の
如
く
で
あ
つ
た
。
■續
い
て
爲
替
相
場
と
購
貨
カ
平
價
と
の
關
係 

'■
'
忙
孰
ド
て
：̂

膝
ぬ
獵
乙
ィ
ン
フゾ
ー

シ
ョ
ン
の
頌
た
於
い
て
多
少
觸
れ
た
が
、
猶
ほ
：

I
®

し
得
る
や
ぅ
に
布
に
祸
げ
た
統
訃
表
に
跋

“
致
截
抓
揚
芩
ィ
V

R
-1
>
1

シ
:3
ン
：士

.©
_
保
杧
锢
す
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-带
チ
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察
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さ
て
、
.以
上
略
述
し
た
如
き
怫
蘭
西
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
'過

程

に

於

い

て

、

通

賞

、
，
物

價

及

び

爲

替

相

場

の

間

、

::
'
鮮

に

媒

替

相

揚 

と
腦
賈
カ
平
慎
と
の
間
に
如
何
な
厶
麗
關
係
が'推
論
し
得
ら
れ
る
か0
此
問
題
に
對
し
て•興
へ
ら
れ
る
解
答_も

亦

區

々

た

る

も

の

.
が 

あ
る
。
例
へ
ば'ダ
ル
ス
.
.

Eleanor L
i
i
n
g

 D
U
U
Q
.

を
採
つ
.て
み
る
：と
、
戰
後
怫
蘭
西
の
事
態
に
貨
幣
數f;說
を
以
て
し
て
は
必
ず
し

も
ょ
く
說
明
は
っ
か
ぬ
士
言
ふ
°
實
際
佛
蘭
西
が
流
通
々
貨
を
縮
少
し
ょ
ラ
ど
し
た
努
ヵ
は
フ
或
る
條
件
の
下
で
は
貨
幣
價
値
を
高
め 

«:
.
し
^

o

Xl€
m

造
出
の
双
^

並
に
繼
續
の
脅
威
は
屢々
念
激
な
物
價
騰
貴̂

招
來
し
も
し
た
。
併
し
な
が
ら.%
く

の
如
き
事
態
®

成 

の
理
由
は
貨
幣
の
物
價
水
準
に
與
へ
る
機
械
的
な
影
響
に
#
し
た
と
云
ふ
ょ
り
は
、
寧
ろ
怫
蘭
西
政
府
の
地
位
の
薄
弱
、
並
に
租
税
に
;
 

$
る
歲
出
補
填
•公
：偾
の
支
拂
•
諸
問
題
の
健
實
な
處
理
に
封
す
る
政
府
の
無
能
力
が
立
證
さ
れ
た
が
故
で
あ
る
。
例
へ
ば
デ
フ
レ
ー
シ 

*

ン
も
姑
ち
く
は
フ
ラ
ン
安-

K

に
僅
か
の
影
響
を
與
べ
た
が
、
紙
幣
ょ
り
も
一
靥
危
險
な
義
務
が
偾
務
0
形
式
で
政
府
に
と
っ
て
堆
積 

:b
H
ゐ
る
こ
:i
が
判
明
し
た
時
に
：は
、
流
通
量
に
何
等
著
し
い
增
大
の
.起
ら
ぬ
內
に
貨
幣
價
値
は
急
轉
直
下
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
此 

事
態
の
.原
因
は
、
；直
接
に
は
政
府
の
財
政々
策
に
對
す
る
一
般
0:
評
價
で
あ
つ
て
、
貨
幣
の
數
量
は
間
接
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
0
貨 

幣
說
は
フ
，ラ
.
.
.
ン
.
.低
落
の
說
明
と
し
て
は
全
ズ
幾
多
の
制
限
を
蒙
ら
ざ
る
'̂
得
な
.いo
-,

.此

.說
は
余
り
に
機
械
的
で̂
つ
て
、
佛
I*

西
に
於 

け
.る
短
期
的
價
値
變
動
を
支
配
し
た
、.經
濟
的
•心
理
的
諸
關
係•の
移
動
的
複
雜
性
を
說
明
す
各
こ
ど
は
出
來
な
い
。
食
幣
の
憤
値
は
、 

第1

に
は
心
理
的
過
程
を
通
じ
、
次
杧
は
經
濟
的
過
程
を
經
て
.影
響
を
受
け
ざ
：る
を
得
な
い
こ'と

が

、

明

白

と
な
る
に
..至
つ
た
と
言
ふ 

の
ぜ
お
る？〕

0

'

‘
 

'

•
八
.'
,
.
.

. 

.
'.
.

'.rcoて
彼
は
？
貨

盤

最

課

1

礎
を
置
く
購
賀
カ
平
價
說
に
ほ
全
然
反
對
の
見
解
を
持
^

て

ゐ

、
る
:'
0
即
ち
こ
0
說
は
戗
落
し
た
フ 

ラ
ン
の
贺
値
を
明
か
に
す
る
^
に
は
役
立
た
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
る
？

^̂ 

1

部
類
.か
ら
成
立
し
て
ゐ.

 

る
9

1

.つ
：
は

技

術

的
0,
も

の

で

.、
：
：
此

說

.

の
根
據
が
物
價
水
準
の
：精
確
な
測
定
ど
得
る
と
と
(0
不

可

能

と

5
.
1
國

ゅ

と

0 .
:
.
て

あ

り

得

る

多

•

热
膝
相
場
ミ
ィ
ン
フ
レ
ー
シV I

ン
€

の
關
係
に
關
す
る
带
干
の
考
察
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九
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傍
替
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場w

イ
シ
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i
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.シ

令

の

.關
係
に
關
す
る
：若
干
の
考
察 

：

九」

、

.

(

九

六

〕

'數

、の一
画

.
^
^
係

を

ば

，
總

て

平

均

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

關

係

の

平

俱

を

相

互

.にI

致

せ

し

む

る

；こ
；
と

.の
，闲
離
と
'
£
、
.
得
し
て
b
:る
こ
と 

★
あ
る
。'他

のI

つ
は
、
此
說
の
极
柢
を
突
く
も0
で
、
觀

躬

腳F
-
I

續

柢

で

^

^

.

；
^
ば
、
.
.
^

前
者
は
購
買
力
平
憤
說P
實
際
的
適
用
を
全
く
困
難
な
ら
し
む”る
も
の
で
あ
.つ
て
.
.こ
の
說
は
：卸

寶

物

！

日
數
を 

取

礎

と.し

て

計

算.を

行

つ

てゐ
る
が

•
指

數

：が

不

完

全
.で
あ
る
’の
み
な
ら
'ず
、
何
故
卸
賣
物
偾
指
數
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
の
明
^
な 

理
曲
が
な
.い
o
否
な
寧
ろ
篠
西
、
米̂

間
の
平
價
の
算
出
に
は
、
小
賣
物
價
指
數
の
方
が
適
當
だ
と
の
議
論
さ
へ
あ
る
の
で
あ

.るo 

藎
し
、
フ
ラ
ン
が
米
國
に
對
し
て
低
落
し.、
佛

蘭

西

商

品

，
の

對

米

輸

出

が

增

加

す

る

.と
：し

て

も

、

ア
メ
：

W

ガ
人
の
佛
蘭
西
か
ら
多
量
に 

輸
入
す
る
も
の
は
完
成
品
で
あつ
て
、
卸
賣
物
價
に
多
く
關
係
あ
る
原
料
品
や
半
製
品
で
は
な
い
か
ら
'で
^
る0

卸
賣
物
賀
と
小
寶
物 

價
、
原
料
品
4
窺

.品
と
の
間
に
.は
大
I

開
き
が
I

:
か
ら
、
結

果

の

相

違

は

顯

著f

:ら
ぅ
。
箭

蘭

西

の
多

數

齒
 

す
る
關
係
か
ら
抽
出
さ
れ
る
幾
多
の
平
價
の
間
に
、
調
和
的
順
應
を
得
る
こ
と
は
困
難

.で
あ
る
o
,例
へ
5

九
.

一

I

f
、
相
對
妁
切 

價
水
準
は
佛
蘭
暫
し
て
對
來
輸
出
を
幾
分
有
利
な
ら
し
め
て
ゐ
た
が
、

‘近

隣

諸

國

は

ょ

り

：以

上

促

物

價

，で

あ

つ

た

か

ら

佛

蘭

西

を

し
 

て
此
等
諸
國
と
の
貿
易
上
不
利
な
ら̂
め
た
。
而
も
此
時
に
於
け
る
フ
ラ
ン.の
爲
替
相
場
は
-
_細
育
、£

林
、
羅
馬
、
其
也
夂i

に
执
、、
 

い
て
略
ぼ
同一

水
_
に
在
つ
た
。
故
に
フ-フ
：
ン

を

し

て

棘

育

の

物

慎

に

適

應

せ

し

め

ょ

ぅ

と

す

れ

ば

'
他

諸

國

と

，の
間
；に
不
均
衡
を
怊 

ぼ

た

.で
あ 

1

1:
°
'

.

.

:
 

一
 

.

..:
■

置
關
係
に
就
い
て
は
、
明
か
に
爲
替
相
場
か
ら
物
價
に
向
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
、

.第I

に
は
爲
替
相
場
が
物
敗
ょ
り
も
容
易
に
入
爲 

的
&

©
を
ヵ
へ
得
る
も
の
だ
と
^
ふ
こ
と
で
あ
るo

戰
時
戰
後
の
釘
付
政
策
は
フ.ラ

シ

の

低

落

を

眺

止

し

、
，
購
買
力
平
質
の
，
窗

5
=
を
不

冶:
塵議|藍醫1 :

能
と
な
し
た
。
第
二
に
、

一
九
一
九I

釘
付
政
I

I

後
は
フ
ラ
ン
は
替

i

落
し
、
I

ヵ
平
價
1

も

,—

、
ニ
セ
ン
ト
方 

低
位
に
在
つ
た
。
故
に
こ
の
事
は
、
フ
ラ
ン
の
恢
復
に
至
る
ま
で
當
然
輸
出
增
加
、
輸
入
減
退
を

.惹
起
し
た
笹
な
_の
で
あ
る
が
、
之
を 

妨
げ
る
幾
多
の
事
情
が#
し
て
ゐ
た
。
例
へ
ば
篇
西'に
と
つ
て
輸
入
の
，
不

可

避

で

あ

つ

た

こ

と

、

.其

輸

出<7
>
,弾
カ
性
缺
如
の
.
如

き

是 

れ
に
屬
す
る
が
、

一
體
外
國
貿
易
の
機
柳
は
決
し
て
十
分
な
#
縮
性
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。
第
三
と
し
て
は
、

西
に
於
い
て
も 

他
諸
國
に
め
け
る
七
同
様
に
後_
に
は
劇
し
き
貨
幣
價
値
低
落
に
當
面
し
た
が
、
こ
の
場
合
に
め
け
る
生
要
因
は
.數
量
的
に
觀
て
も
心 

理
的
に
言
つ
て
も
資
本
の
移
動
で
あ
つ
た
と

1K

ふ
こ
と
で
あ
る
。
事
實
预
金
信
用
、
國
際
的
證
券
、
現
金
等
の
形
式
に
於
け
る
資
木
の 

，
輸

出

入

は

，

1

國
破
遼
の
脅
威
を
與
ベ
る
ほ
ど
大
で
あ
つ
て
、
商
品
物
價
水
準
に
、ょ
つ
て
支
配
さ
れ
る
貿
易
の
相
_
敗
霞
數
性
は
極
く
輕 

.

.

猶
で
軔
^
'

そ
.れ
.
.の.み
で
^
ズ

、
，
現

實

相

場

の

購

買

ヵ

平

價

か

ち

め

離

反

楗

、
：
銃

計

の

不

5£
確

：の

許

す

以

出

大

龙

あ

态

^
^
^

げ
る
此
離
反
は
、#§

西

の
そ
れ
ー
ょ
り
^
小
で
あ
つ
た
が
、
貨
幣
懷
値
の̂
落

が

進

め

ば

進

む
‘ほ
ど
離
反
は
大.
.
.
.
^
^

勝
ち
‘で
.あ

.る

(

3
0

0;:
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'

:
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、

以
上
の
如
く
ダ
ル
ス
は
購
買
力
平
價
說
を
全
然
拒
否
す
る
：の
で
'あ
る
.か
ら
、
フ
ラ
ン
動
搖
の
說
明.の
た
め
'に
.は
'必
然
國
際
收
支
說
-に 

' 

. 

• 

:
.

W
は
^
る
を
猬
な
い
；o
'け
机
ど
も
單
瀚
に
國
際
收
支
如
も
鄉
朋
し1
:ぅ
と
す
る
'の

で

垃

な

い

ゃ

戰

前

本

於

け

名

爲

眷

.葡

'0
硏

客
は0

■貿

省

の

方
.：！
：

を

詳

铷

杧

统

观

し

、
：
爲

替

■の
働
搖
爻
ば
、
賓
易
又.辟
そ
.の
他
服
.に
%
克
.ぬ
項
！2
中
.の
若
千
の
嗔
榴5
項
^!
祀
發
^
る
特
.殊

;9
變
朮
:1
2

:

,.«
せ
し
>

ょ
ぅ
と
し
た
4 :

併
し
な
が

ら
戰
後
の
情
勢
の
變
化
は
诠' <

^

极

ー

の

相

強

- >

蒌

求

し

ズ

ゐ
.る
#

+
假

1'

^

^

^

:

爲
替
相
場
^
イ
ン
..フレ
*
シ
3
ン
ミ
の
關
係
，に
：關
す
る
若
干
の
考
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爲
替
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場W

ィ
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レ
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シ
ョ
ン

W

の
關
保
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若
干
：の
考
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の
國
際
收
支
を
貿
易
、
來
遯
者
消
費
金
及.び
資
本
の
三
大
項
目̂

分
類
一
す
る
に
、
.貿
易
に
就
い
て
は
左
表
：に
觀
る
が
如>
^
.
.
:
l
i

九
エ
四 

1
七
年
は
出
超
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
常
の
，も
の
と
讨
認
め
. #

な
V .
し

，

又
全
體
と
し
てみ

て
：
不
利
で‘あ

づ

た0
で

あ

る

：
か

ら
-'
.
この 

項
自
が
幾
分
フ
ラ
ン.低
落
の
影
響
を
有
し
た
こ
と
は
；明
か
で
あ
るo.と
れ
に
對
す
る
相
栽
項
同
と
し
て
來
遊
者
消
璧
金
は
重
要
な
も
め 

で
は
あ
る
が
、
贸
易
勘
定
の
逆
調
は
寧
ろ
之
を
凌
駕
す
る
狀
態
に
往
る
。
0
み
な
ら
ず
此
.筹
頊
目
の
國
際
.收

支

：
全

顧

の

上

：
に
；
占

む

.る
地
.
 

位
は
相
對
的
に
後
退
し，'
*
資
本
項
届
の
進
出
著
し
き
も
の
が
あ
る
。
固
ょ
り
此
項
回
の
:7
1
*確
な
許
箅
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
.戰
後
資
本 

殊
に
短
期
又
は
期
限
の
定
め
な
き
資
本
の
移
動
が
E
額
に
上
つ
た
こ
と
は
明
白
な
專
實
で
あ
つて
、

フ
ラ
ン
の
泜
落
は
、
資
本
移
動
が 

佛
蘭
西
に
と
つ
て
有
利
で
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
所
で
、
此
フラ

'

ン
低
落
：に
對
し
て
最
軍
要
な
短
期
資
本
の
移
勘
を
釀
.
 

成
し
た
も
の
は
何
で
あ
る
か.と

云

ふ

に

、
.
.
そ
れ
は
結
局
投
機
な
の
で
あ
へ

る

。

投
機
こ
そ
はフ

ラ
ン
の
短
期
間
の
低
落
に
對
し
て
支
配
的 

耍

因

で

あ

つ

た

の

.で
あ
る

(

6

0 

:

■

;

.

•:
'

.f4) 

o
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 cit., 

pp.. 27-37
， 

：

.

.

.
；

法
の
安
定
に
際
し
て
、
國
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。
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西
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西
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し
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ゐ
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の
場
^
に
も
又
中
立
國
の
場
合
に
も
ょ
く
認
め
ら
れ
る
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兩
者
の
運
動
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向
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度
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し
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ゐ
る
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猶
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仔
細
に
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觀

察

す

る

と

、
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貨

幣

運

動

が

物

價

運

動

に

遲

く

れ

'て
：ゐ
る
こ

と
が
判
る
Q
.殆
ん
ど
，常
；に
物
價
が
先
動
し
：で
居
り
、
た

一‘
 
ニ
囘
貨
幣
が

ー
ー
ニ
ケ
月
先
動
し
た
こ
，と

..が
あ
る
.-
0
兩
#
の
運
動
が
同
時
な
る.こ
と
は
極
く
稀
な
場
合
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し
か
尨
く
、
大
體
貨
幣
が
，
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通
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寧
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物
價.に
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幣
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總
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狀
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狀

態

.に
移
る
過
程
期
間
に
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猶
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；
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年
の
硏
究
は
右
述
の
機
權
と
何
等
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和
し
な
い
こ
と
を
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し
て
ゐ
る
。
即
ち
爲
替
相
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は
九
*
五
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だ
け
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し
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1
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し
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縮
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西
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於
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斯
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一
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八
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爾
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ぎ
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。
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、
一
 

九
ニ
‘〇
年
に
於
い
て
も
，佛
蘭
西
物
價
が
戰
赞
に
恶
く
病
的
狀
態
に
在
つ
て
11
貨
に
«
1«
せ
ず
、
一
一
一
年
に.
.至
っ
て
.漸

ぐ

本

.

に

孙

っ

矣

こ
と
を
、
緊
し
て
ゐ
るo
.そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
斯
る
病
的
狀
態
に
於
い
て
も
長
期
間
に
對
し
て
は
對
外
及

I

廳

作
明
す
る
を
見
るQ

で
|

。

〈

一
 

九
ニ
ニ
年
初
め
に
始
ま
る
上
昇
期
に
至
つ
て
は
、
爲
替
相
場
と
物
f

の
間
に
、
方
向
に.於

い

て

、
も

-
■ 

, 

.. 

. 

. 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

程
度
に
於
い
て
も
著
し
い
調
和
を
示
し
て
ゐ
る
。
V

'

-

'
面
し
て
結
局
イ
ン
フ
レ
ー
シW
ン
諸
國
に
於
げ
る
事
態
の
判
別
に
際
し
て
は
、
看
過
す
可
ら
ざ
る
に
要
點
が
ぁ
る
。
、

1

•、
.神
經
赏
的
な
爲
替
相
場
は
不
評
な
敗
政
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ン
の

=

諸
國
に
の
み
見
出
さ
れ
る
こ
と
。

1

r

i
貨
と
物
價
の
長
期S

る
研
究
は
"
兩
翥
線
間
に
於
け
る
平
行
關
係
を
一
不
し
、
且
づ
通
貨
曲
線
の
、
一
霞
き
上
昇
に
依
っ

. 

H

1

に
し
t

と
。
即
ち
.是
i

l

。

:

.

.

.

. 

X 

. 

X 

. 

’ 

• 

. 

X 

X

以
わ
ナ
ポ
レ
ォ
.ン

馨

當

#
の
英
吉
利
、
世

界

大

繼Q

獨
逸
及
び
德
西
に
就
い
て
、
イ
ン
？
レ
丨
シ
.ョ
ン
.I

替
相
場
の
.關
係 

を
^
佐
し
た
O

.-
0
ン
?:
何
れ
の
場
合
に
も
、
貨
幣
側
に
立
，つ
學
說
と
爾
餘
の
解
釋
と
が
抵
ひ
1

立

.
す

る

の

を

歡

察

レ

た
 

顧

來

屬

相

曼

8

の
關
係
に
就
い
て
は
、
觀
藥
さ
る
べ
き
三
點
が
ぁ
る
。(

一)

物
僙
は
馨
相
場
の
變
動
及
び
決
定
の
■原
因
で 

权
る
4
、
0,
:

,
1

)

物
5

爲
替
相
場
と
の
間
に
は
相
關
的
關
係
が
ぁ
.る
か
、
：
2

れ
^

^
？
此
等
諸
.點
I

し
て
、
上
來
所
述S

證
的
研
究
に
依
つ
て
み
れ
ば
、
第
一

」

の
、點
は
否
定
さ
れ
て
ゐ
る
檬
£

|

?

蓋 

し
砰
,

結
果
は
孰
れ
も
、
-;
般
_
に
言
づ
5

替
相
場
於
先
動
レ
、
物
慑
の
追
隨
す
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
|

^

.

馨

相
f

イ
ン
フ
レ
丨
ご
ン
岔
の
腳
係

6
關
す
厶
若
干
の
考
察
 

I

I
 

(

一
〇
三
.

)

.

.

.

. 

•

. 

.. 

. 

•
.
.
.
. 

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

_
_
ff
l

議

^

しj



•

..

'
^

: #
相
§

'£
?

ィ
シ
ネ
レ
；
|

シ
ョ
ン
1も
ガ
關
紙
木
關
ず
み
1

于

'

,-
5:
巩

.

2:
0:
-&

一

;;
4

:«
.

力

細

價

說

は

；
^

^
ガ

啊

瞭

で

も

原

'
因

，

：
爲# :
親

場

が

結

艰

で̂'
る

$

ど

；
$:
-
'主

®

關
々
係
を
說
い
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
今.解
す
る
論
裏
妒
る
？#
繁

ッ

ゼ

ル

，

.
爹

き

観

輸

變

影

繁

得

ぎ

ぎ

認

め

七

ゐ
る
。

:#
し
な
が
ら
此
說
を
靡
様
に
解
す
る
こ
と
；
^
.と0

說
の
有
t*
'
.る
意
義
^

喪
.參
也
じ
^;
ぎ

客

.ぬ
あ
基
ま
^>
が
0
取 

ろ
常
-:
|
0
:物
價
巌
因
翁
む
る
所
に
、
一
貨
幣
數
量
齡
の
延
影
と
し
.て
の
こ
の
霞
眞
餓
■

す
る
，■

で
扣
ら
ん
^
^
^ ̂

:p
 

て
.は
：、•
'■多
く
ば
#
定
^I
以
：て
答
へ
ら
れ
る
が
如
ぐ
で̂-.

る
。
»
來
オ
1,
;
.ソ
ド
？
少
ス
か■
:
ぬ
赴
货
：.
物
贤
及
び
爲
替
_
場
の
間
に
於
け 

る
均
觀
铲
主
張
ず
る
が
ゥ
現
實
办

：
硏
究
比
必
ず
し
も
然
ら.ざ
.る
を
示
し
' 
又
之
を
釔
ぐ
否
定
ず
ふ
場
合
さ
へ
も
私
る
タ
ぞ
ル
に
レ
拘
レ 

ず
金
體
と
し
て
長
期
間r
採
つ
て
み
が
と
、
爲
替
相
場
と
物
價
鍊
に
購
買
力
平
價
と
の
間
に
は
、
JH
確
な
平
行
關
係
で
は
な
.い
と
し
て 

も

^:
知
に
一
致
し
起
運
顧
傾1»
]
-か
認
め
ら
れ
る
の
ヤ
あ
る0
'第『

15.
點
に
對
し
て
ば
、.1:
-
へ
：
ば

肯

定

否

定

の

雨

容

が

存

し

て

ゐ

る

や 

'■ぅ
.で
I

P

.之
を
肯
宠
す
る
說
，

物
價'と
爲
替
相
場
と
の
間
に
は
一
致

Q

運
動
傾
向
が
あ
る
以
上
、
標
準
と
な
り
得
る
と125
:
ふ
の
で 

あ
つ
.て
：
ダ
ラ
バ

ム
の
如̂

.

-も
、

購
買
カ
平
值
は
如
何
に
把
勤
に
ト
箅
さ
れ
得
る
と
し
で
も
把
レ
て
.爲

替

相

場

と

；
一
'
致

す

る

も

の

で

は
 

な
レ
，と
主
張
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
爲
替
相
場
の
理
論
的
檩
準
た
り
得

る

こ

と

を

明
か
：
に
承
認
し
，
て
ゐ
る
。

是

れ

に

反

し

て

否

宛

說

に 

依
れS

、
：.

各
時
點
ぬ
於
け
;̂
雕
質
办
恥
價
と
爲
齋
相
場
と
は
可
だ
り
大
な
る
離
反
を
恭
し
て
ゐ
2>
;
6
:
:
.

ヵ
ヴ
セ
.
ル
の

認

め

て

ゐ

る

や

ぅ

に 

過
渡
期
に
於
い
て
は
離
反
が
屢
_々
著
で
あ
り
^

ィ
ン
フ
レ
]
シ
.日
ン
の
程
度
が
進
行
す
れ
ば
幕
反.が
益
々
大
I

る
傾
向
が
あ
る
。 

然
る
に
現
實
の
，爲
替
馨
の.動
き
に
.對
し
て
德
■

必
要
と
す
る
の
は
斯
る
時
期
で
：あ
っ
て
み
れ
ば
.、

歡

準

と

し

て

の

.糖

は

全

く
 

政
失
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
云
ふ
の
でI

O
ハ
此
問
題
に
就
い
て
は
、
國
際
賢
借
說
は
爲
替
相
場
の
變
動
を
よ
く
說
明
ず
る
け
れ

f

、

何
故
爲
替
相
場
が
現
在
の
高
さ
を
保
持
す
る
か
を
說
明
し
な
い
。
こ
れ
を
明
か
に
す
る
も
の
は
購
貢
カ
平
價
說
で
あ
る
：と
の
、
折
衷
說 

も
存
莅
し
て
ゐ
る
？

所
で
以
上
の
如
き
實
證
的
研
究
に
就
い
て
は
、
猶
ほ
考
察
さ
る
べ
き
幾
多
の
點
が
あ
る
。
そ
の
•
一

 

と
し
て
貨
幣Q

流
通
速
度
の
.
問
題 

.が
あ
る
。
實
證
的
運
動
は
旣
に
述
べ
た
や
ぅ
に
、
爲
替
相
場
->

物
價
丨>

通
貨
の
方
向
に
進
ん
で
ゐ
る
。
固
ょ
り
研
究
者
は
貨
幣
の
流
通 

速
度
に
對
し
て
考
慮
を
拂
つ
て
居
ら
ぬ
の
で
は
な
い
が
、
統
計
的
研
究
は
之
を
問
題
外
に
置
き
、
單
純
な
紙
幣
流
通
高
を
取
扱
つ
て
ゐ 

る
。
然
る
に
其
速
度
は
比
較
的
變
化
の
僮
少
な
も
の
で
あ
る
と
の
說
も
あ
る
が
、
過
度
期
に
於
い
て
は
大
で
あ
る
と
の
說
も
直
ち
に
否 

宛
は
出
來
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
グ
ラ
ハ
ム
は㈱
&
に
趴
き

-

九
一
八
|
こ
ー
ー
牵
間
の
貨
:*
囘
轉
率
の
_

指
數
を
_
出

:;
1
.て
ゐ
逸(

物
 ̂

指

數

を

通

貨

指

數

：に

-て
除
ず〕

が
、
そ
れ
に
.ょ
る

と

、
：
一

九
1
A年

は
•—
-
•
月
：の

Q

•六
|
重

:1
:
|月
の
0
.四
五
、
^

^

:九

啤

は.
9四 

山,

〇

左

ゼ̂

/'
:

ニ

〇

年

は7
四

九

丨7
〇

七

に̂'1
:
1
*

七一

一
に
、.ニ

ニ

年

は7

七

九

丄

ぐ

九'に
、

而
し

:
'•£
■
,
ー
三
牟
は

rl,

一7
九
0
丨
3
仝

0:
而
b-
v
最
低

ば0
"四
四
2'
九

—
丸

苹

六

戽

：

)

：で
あ.り
、
蕞

高

集

「

1莘

2:
^

... 

• 

. 

. 

. 

, 

. 

•

(

；1
|三

年

七

用

)

で
.あ
，つ̂

'
其

差

は

六

亩

倍

で

：
あ

‘
所

か
&
'み
て
も
、
そ
0
輕
視
し
得
ぬ
も
"の
が
あ
：る
0:'
.ッ

' 

.

.

.;.
卜 

へ
'
一̂
&
>>
:
0:
;

,々

か

爲

替

相

場

ど

動

か

す

も

.
の
が
外

»1
;
貨

幣
0
_

袈

供

給

關

係

で

あ

る

こ
と
は
爭
ひ
得
ぬ
事
實
で
ある

が
、

一
體
何
が
斯 

备
需
^

^
趄
す
各
か
と
.
.
#知2:
>
と
ぼ
重
.蒙

基

本

問
_
で
^
务
0
^,
の
.問

數
^
心
：と
レ
^

■

 

f
說
等
I

れ
義
相
ひ
別
t

ので而して：
ィンミ
 

.氣

配

め

蔽

は

れ

て

了

ふ

が

、
，

.爲
替
脱
引
も
亦
之
先
免
札
な̂
:
:そ
こ
：
で
：
ィ
ン
ハ
フ

^

1

.

:

爲

衡

歡

.

.
ミ

ダ

ン

ブ

“

1

;

5

^

ン

迖

©;
關

係
<1
:
:
;
醏

す

&

#
 

:

:

-
l
,
p
ar
£
':'
'

'
A'
、
r

o

恶
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象

新

：

1

0
六
:

^'
0;
ふ0.

^

^
說
敗
重
要
が
地
位
ど
占
め-
或
ゆ
こ：

の
猶
を
拨
用
す?)
傾
き
が
あ
'る
々
勿
論
授
機
は
將
來0
豫
测
に
抵
發
ず
る
が&
で
#

る
か
ら
、

こ
.

2

_む
延
長
+'
,れ
ば
心
理
說
ど
电
る
。'/.
.今
茲
で
は
、
換
機
の
爲
替
相
場
に
及
ぼ
す
影
響
、
其
び
*

著

が

麗

の

運

暫
0

て
物
憤
_

■■ 

.

.

. 

.

先1

逆

.し

が

る

作

用0分

析

は

之̂
姑
.ら
く
措
く
が
"
投
機
と
晉
ひ
心
璁
と
言
ふ4
何
等
の
根
據
故
く
し¥
行

は

れ

|

^

セ

括

な 

故
に
何
が
此
等
?:
_

か
々
.衆
究
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い:0
;'
>
: 

••;
:'
.

ン
以
上
に
攸
づ
で
み
れ
ば
、。
旣
說
ひ
實
證
的
硏
究
は
、
ィ
ン
フ
、
レ
ー

シ

I.a
ン
の
進
行
と
其
過
程
に
於
け
る
爲
替
相
場
の
運
動
傾
向
を
明
：
 

か
I

レ
む
も
上
に
.資
す
る
所
頗
か
大
ず
故
务
る
が
、
.。そ

れ

に

も

霞

ず

、
爲
替_

棄

の

：直
接
的
原
因
で
ほ
な
く
て
本
源
的
原
因 

ぬ
關
レ
.て
ば
，
猶
ほ
依
然_
究
の
余
地
を
淺
1>
て
居
る
の
セ
あ
る0(

完
>

-

:

.

ベ
，

I 

V
附
記
へ
.本
稿
は
，
紫
に
於
け
る
爲
替
相
場
低
落
の
現
狀
及
び
其
原
因
を
議

H

 

.
而
し
て
±
■に
：關
す
る
諸
潘
說
に
及
ぶ
揿
寿
ぁ

:
.
.締
切
期
H

の
，.經
識
の
.た
め
に
別
稿
に
於
い.て
取
扱
.ふ
こ
w

i
し
た
。
本
稿
に
於
け
る
不
備
の
諸
點
は
そ
の
際
之
.を
補
足
し
た
い
梟
ふ
。

物
價
ば
最
氣
衣
景
氣
を
表
哪
ヤ
る

1

般
的
指
標
と
し
.て
、
.又
景
氣
觀
測
上
0;
茶
礎
的
，な
事
實
.と
し
て
輿
要
で
あ
る
こ
と
は
謂
ふ
迄
も 

な
い
。
力
グ
ッ
キ
ー
の
謂
ふ
や
ぅ
に
資
本
主
義
經
濟
全
體
が
物
價
忆
反
映

‘し
て
办
る
。"今
|3
;
の
辑
に
世
界
經
濟
が
錯
雜
じ
た
關
係
办
上 

に
—

せ
ら
れ
で
.
を

場

合

に

於

い

て

も

、
，
一
，自

の

物

價

を

他

0;
0.
,物
價
だ
：換

算

す

る

^
と
^
犮
分
て
前
者
ゆ
國
際
的
經
濟
的
地
位
ゆ 

短
期
間
に
於
け
る
一
般
的
狀
畠#
に
其
の
變
動
ぬ
傾
向
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來
る

o

雨
し
.て
版
慎
が
全
經
濟
を
反
映
ず
る
が
双
に
共 

の
.斌
期
間
の
.變
動
に
は
種
々
な
る
要
素
が
原
因
と
な
つ
て
作
用
し
て
ゐ
る
こ
と
は
爭
は
れ
な
い
。
即
ち
そ
の
中
に
は
自
然
的
原
因
や
社 

會
的
•原
因
が
種
々
に
動
反
励
し
て
作
用
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
れ
等
諸
原
因
中
、

::
':
金
ひ
生
產
上
に
於
け
る
變
動
は
特
に
盧
要
な
る
も
の 

と
し
.て
j
從
來
貨
幣
學
者
の
間
に
論
述
せ
ら
れ
て
ゐ
右
。
更
に
物
價
運
動
と
.景
氣
運
動
と
が
ー'敗
的
に
關
聯
し
セ
ゐ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
 

恐
慌「

の
•究
_
的
原
因
を
こ
、
即
ち
金
供
給
の
木
足
に
求
め
て
ゐ
る
者
が
あ
る
こ
と
は
改
め

.て
述
.ベ
る
必
要
は
な
い
。
かV
る
說
明
は
尚 

根
强
く
行
は
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、.然
も
現
在
の
世
界
不
況
は
か
\
る
論
理
を
否
定
す
る
幾
多
の
矛
盾
を
表
明
し
て
ゐ
る
こ
と
は
爭
へ 

な
八
0
.
.
か
\
る
時
機
に
際
し
て
、
嘗
て1
九
ー
〇
年
頃
、
當
時
の
物
價
騰
貴
に
對
し
て
、
.マ
ル
ク
ス
_貨
幣
理
論
家
の
間
に
、
そ
れ
が
金.
 

也
產
-ど
■
傲
あ
る
や
杏
や
.に
就
い
て
爭
は
れ^;
;
4爭
を
紹
介
す
る
■こ
と
ば
徒
爾
で
は
な
い
と
考
へ
る
。
從
來
物
價
の
變
動
を
親
明
す
る

枷
價
.諭
上
に
施
：け
る1

翰
爭 

r
G七

o
t
Q七
.
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